


ま　 え　 が　 き

　学習に関する全学的な学生の意識調査を行いました。ラーニングライフ−第１回学生の学習

に関する実態調査報告書−をお届けします。本学では，学生生活に関する実態調査は，ほぼ２年

毎に行い，キャンパスライフとして学生の生活全般にわたる現状を知ることのできる統計資料と

しています。今回は，この「学生生活の実態」と対になる「学習に関する実態」を調査しました。

　ちょっと意外に感じられるかも知れませんが，学習に関して全学的に学生のみなさんからの直

接意識調査するのは今回が初めてです。５つの項目：①大学教育と将来，②学習状況，③全学共

通教育，④専門教育，⑤英語教育について，全部で５６問の質問により調査しています。また本

書では，アンケート結果に加えて，結果から得られる各学部の現状と課題，これらをまとめた提

言が報告されています。学科やコースといった小グループの単位で，オリエンテーションの折り

にこのデータをご活用いただけると幸いです。

　「学生の能力開発の観点から，教育と学生支援を一体として考えた大学教育を推進し，健全な

体と心を養い，自立して学ぶ学生の立場に立った支援を行うこと」は，徳島大学の第一期基本計

画の「教育と学生支援に関する基本方針」にも謳われていることです。アンケートからの私見で

すが，講義の受講状況の良さに反して予習・復習にさく時間の短さを合わせて考えると，「自立

して学ぶ」や「進取の気風を育む」ことの大切さが改めて浮き彫りになってきます。機会をとら

えて，時間の使い方や困ったときの解決法など学びの技の大切さに気づかせる工夫をお願いした

いと思います。

　最後になりましたが，大学教育委員会「教育の質に関する専門委員会」委員の先生および学務

部職員の方々には，この調査に関してアンケート項目の設定から，調査の実施，集計，結果の分

析まで，すべての事項について精力的に遂行いただきました。ご多忙の中，集中的にご討議いた

だき，早期完成を実現いただいたことに対し，辻明彦委員長をはじめとするみなさんに心から敬

意を表すとともに深く感謝いたします。また，調査に協力いただいた学生のみなさんにもこの場

を借りて感謝いたします。

　　　　平成２０年３月

徳島大学理事（副学長）（教育担当）  
大学教育委員会委員長　   　　　　　 

川　　上　　　博　　
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　この調査は、本学学生の学習意識や学習に関する実態を把握し、今後の教育改革並びに修学指導に資

する基礎資料を得ることを目的として実施した。
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　この調査は、徳島大学教育の質に関する専門委員会の次の委員が中心となり調査を実施し、分析作業

を行った。

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査のののののののののののののののののののの対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびびびびびびびびびびび方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法３．調査の対象及び方法

　この調査は、本学に在学する学部学生全員５,９８５人（平成１９年１１月１日に在籍するもののうち休学

者数を除いたもの）を調査対象とした。

　調査方法は、各学部の学務（教務）係及び教育の質に関する専門委員会の協力を得て調査票を配布し、

回答用紙（マークシート）を回収した。

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査のののののののののののののののののののの時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期４．調査の時期

　この調査は、平成１９年１１月１２日から１１月１６日まで実施し、１１月１日現在の実状について回答を

依頼し、回答用紙の提出期限を１１月１９日までとした。

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査のののののののののののののののののののの内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容５．調査の内容

　今回初めてとなるこの調査の項目は、学生の学習意識や学習に関する実態を把握する目的に基づき、

上記委員が作成し、教育の質に関する専門委員会において精選した。項目数は、授業に対する予習・復

習実施状況、実施時間、授業内容を理解できる科目の割合等、全５６項目とした。

　

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票のののののののののののののののののののの回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況６．調査票の回収状況

　調査票の回収状況は、調査対象者５,９８５人のうち回答数は３,７８５人で、回収率は６３.２％であった。学

部・学科別の回収状況は次表のとおりである。

─　４　─

序章　学生の学習に関する実態調査の概要

職　名所                    属氏      名区　 分

教　授大学院ソシオテクノサイエンス研究部辻　　　明　彦委 員 長

教　授総　　　 合　　　 科　　　 学　　　 部田　島　俊　郎委  員

教　授大学院ヘルスバイオサイエンス研究部泉　　　啓　介委　 員

教　授大学院ヘルスバイオサイエンス研究部寺　尾　純　二委　 員

教　授大学院ヘルスバイオサイエンス研究部吉　本　勝　彦委　 員

教　授大学院ヘルスバイオサイエンス研究部滝　口　祥　令委　 員

教　授全 学 共 通 教 育 セ ン タ ー上　野　加代子委　 員

准教授大 学 開 放 実 践 セ ン タ ー神　藤　貴　昭委　 員

准教授高 度 情 報 化 基 盤 セ ン タ ー金　西　計　英委　 員



─　５　─

平成１９年度　学生の学習に関する実態調査集計表

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中のののののののののののののののののののの％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示７．図中の％表示

　端数処理（小数点第１を四捨五入）の関係で合計が１００％にならない場合がある。

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語のののののののののののののののののののの表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示８．略語の表示

　薬学部では平成１８年度から新教育課程がスタートしたため、本報告書では新教育課程の１，２年生を

「新課程」、旧教育課程の３、４年生を「旧課程」と表示し、学年別に分けて調査結果を分析した。

回収率 (%)回収数対象者数学　　　　科学　　部

４２.６ ３１３７３５人 間 社 会 学 科

総 合 科 学 部 ４８.５ １７９３６９自 然 シ ス テ ム 学 科

４４.６ ４９２１,１０４計

４２.８ ２５１５８７医 学 科

医　 学　 部

８５.１ １７２２０２栄 養 学 科

８２.４ ２５３３０７看 護 学 専 攻

保健学科 ９８.７ １５７１５９放射線技術科学専攻

９０.０ ７２８０検 査 技 術 科 学 専 攻

８８.３ ４８２５４６保 健 学 科 計

６７.８ ９０５１,３３５計

９５.６ ３０４３１８歯 学 科

歯　 学　 部 １００.０ １６１６口 腔 保 健 学 科

９５.８ ３２０３３４計

８７.６ １４８１６９薬学科・創製薬学科（新課程）

薬　 学　 部
８５.９ ８５９９薬　　　 学　　　 科（旧課程）

８４.２８５１０１製　 薬　 化　 学　 科（旧課程）

８６.２３１８３６９計

３５.２ １２９３６６建 設 工 学 科

昼
間
コ
ー
ス

工　 学　 部

５８.０ ２８４４９０機 械 工 学 科

７０.０ ２４０３４３化 学 応 用 工 学 科

７５.７ １９６２５９生 物 工 学 科

５４.９ ２５２４５９電 気 電 子 工 学 科

７３.４ ２４５３３４知 能 情 報 工 学 科

７２.６ １５９２１９光 応 用 工 学 科

６０.９ １,５０５２,４７０計

４４.１ ３０６８建 設 工 学 科

夜
間
主
コ
ー
ス

７６.１ ５４７１機 械 工 学 科

７９.１ ３４４３化 学 応 用 工 学 科

８７.２ ３４３９生 物 工 学 科

５０.７ ３７７３電 気 電 子 工 学 科

７０.９ ５６７９知 能 情 報 工 学 科

６５.７ ２４５３７３計

６１.６ １,７５０２,８４３計

６３.２ ３,７８５５,９８５合　　　　計

[ 学部学科別 ]

　　注）在学者数欄は、１１月１日現在で、休学者数を除いた数である。



平成１９年度　学生の学習に関する実態調査

平成１９年１１月　　

徳　島　大　学　　

　お　願　い

　この調査は、みなさんの学習意識や学習に関する実態を把握し、今後の教育改革並びに修学指導に資

する基礎資料を得ることを目的として実施するものです。

　本調査は、平成１９年１１月１日現在、本学に在学する学部学生全員を対象に行います。マークカード

に無記名で記入していただき、他の目的に使用することはありませんので、ありのままを正確にお答え

ください。

　質問事項も多く、大変だとは思いますが、この調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

［調査実施期間　１１月１２日〜１１月１６日］

回答用紙（マークカード）の提出期限は，１１月１９日（月）です。

所属学部の学務（教務）係へ提出してください。

─　６　─

　　　回答記入上の注意事項

１　平成１９年１１月１日現在で記入してください。

２　回答用紙はマークカードです。回答内容の該当するものを一つだけ選んで、その番号を塗り

つぶして回答してください。ただし、複数回答可を指定している場合は、複数選んでも差し支

えありません。

３　質問中、回答者を指定している箇所は、指定された人のみ回答してください。

４　マークカードの裏面に自由記入欄を設けていますので、質問５及び質問４３について、及び大

学に対して教育（カリキュラム、授業内容等）・研究について、気づいたことや要望したいこと、

あるいは期待することがあれば、自由に記入してください。



─　７　─

１）所属学部はどこですか。

　　　１．総合科学部　　　　　　２．医学部　　　　　　３．歯学部

　　　４．薬学部　　　　　　　　５．工学部（昼間コース）

　　　６．工学部（夜間主コース）

２）学科はどこですか。

　　　総合科学部〔１．人間社会学科　　２．自然システム学科〕

　　　医　学　部〔１．医学科　　２．栄養学科　　３．保健学科〕

　　　歯　学　部〔１．歯学科　　２．口腔保健学科〕

　　　薬　学　部〔１．薬学科　　２．製薬化学科〕

　　　　　　　　（薬学部の１・２年生については選択不要）

　　　工　学　部〔１．建設工学科　　　　２．機械工学科

　　　　　　　　　３．化学応用工学科　　４．生物工学科

　　　　　　　　　５．電気電子工学科　　６．知能情報工学科

　　　　　　　　　７．光応用工学科〕

３）何年生ですか。

　　　１．１年生　　　２．２年生　　　３．３年生

　　　４．４年生　　　５．５年生　　　６．６年生

４）コース・専攻はどこですか。

　　　総合科学部〔１．アジア研究コース　　　　２．欧米言語コース

　　　　　　　　　３．国際文化コース　　　　　４．マルチメディアコース

　　　　　　　　　５．地域システムコース　　　６．法律経済コース

　　　　　　　　　７．人間行動コース　　　　　８．数理・情報コース

　　　　　　　　　９．物質・環境コース　　　　１０．生命・環境コース〕

　　　医学部〔１．看護学専攻　　２．放射線技術科学専攻　　３．検査技術科学専攻〕

５）あなたの将来の希望について当てはまるものはどれですか。

　　　１．専門職として医院、病院、薬局などで活躍したい

　　　２．企業で活躍したい

　　　３．行政機関で公務員として活躍したい

　　　４．大学等の教育研究施設で活躍したい

　　　５．小学校、中学校、高等学校で教員として活躍したい

　　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６）現在あなたが受けている教育で将来の希望は実現できそうですか。 

　　　１．はい　　　　　　　　　　２．いいえ

７）現在のあなたの学習態度で将来の希望は実現できそうですか。 

　　　１．はい　　　　　　　　　　２．いいえ



８）大学教育について、どう思いますか。（複数回答可）  

　　　１．社会に出た時に役に立つことだと思う

　　　２．とにかく卒業できれば、良い成績でなくてもよい

　　　３．良い成績で卒業したい

　　　４．直接役に立たなくても、広い知識が豊かな生活を支える   

　　　５．将来の仕事のための基礎作り

　　　６．資格取得のため選択の余地無し

　　　７．不合格になりたくないので仕方なく勉強している

　　　８．今が楽しめればそれで良い

９）大学で獲得すべき知識、能力をあげてください。（複数回答可）

　　　１．基礎的知識　　　　　　　　２．専門的知識

　　　３．問題解決力　　　　　　　　４．チームで目標を達成する術

　　　５．コミュニケーション能力　　６．討論する能力

１０）これらの能力は現在の教育で獲得できると思いますか。

　　　１．はい　　　　　２．いいえ

１１）問１０で「いいえ」と答えた人は獲得できない能力は以下のどれですか。（複数回答可）

　　　１．基礎的知識　　　　　　　　２．専門的知識

　　　３．問題解決力　　　　　　　　４．チームで目標を達成する術

　　　５．コミュニケーション能力　　６．討論する能力

あなた自身について

１２）授業に対して毎回予習、復習を行っていますか。

　　　１．必ず全科目、予習、復習ともに行っている

　　　２．科目によっては行っている

　　　３．予習のみ行っている

　　　４．復習のみ行っている

　　　５．宿題が出た時のみ予習、復習を行っている

　　　６．何もしていない

１３）１日平均するとどれくらい予習・復習を行っていますか。

　　　１．３時間以上　　　　　２．２時間〜３時間　　　　３．１時間〜２時間

　　　４．１時間以内　　　　　５．全くしていない 

１４）予習・復習は、主としてどこで行っていますか。

　　　１．自分の部屋　　　２．図書館　　　３．図書館以外の学内施設　　４．その他

１５）授業の出席率は平均でどのくらいですか。 

　　　１．９０% 以上　　　　２．７０% 以上〜９０% 未満　　　　３．７０% 未満

─　８　─



１６）授業へ出席することについてどのように考えていますか。

　　　１．全部の授業に出席するようにしている

　　　２．興味のある授業に重点的に出席するようにしている

　　　３．出席をとる授業には出席するようにしている

　　　４．必修科目に重点的に出席するようにしている

１７）授業を休むことをどう思っていますか。

　　　１．なんとも思っていない

　　　２．うしろめたい

　　　３．自分の責任で休むのだからとやかく言われたくない

１８）病気などのやむを得ない理由なく授業を休む場合の理由は何ですか。（複数回答可）

　　　１．朝寝坊　　　　　　　　　　　　　　２．サークル・クラブ活動

　　　３．アルバイト　　　　　　　　　　　　４．遊び

　　　５．他科目のレポート作成　　　　　　　６．他科目の試験勉強

　　　７．教員が出席をとらないから　　　　　８．出席しても遅刻すると欠席になるから

　　　９．授業が理解できないから　　　　　　１０．授業がおもしろくないから

１９）授業内容を理解できる科目の割合はどれくらいですか。

　　　１．８０% 以上　　　　　　２．７０% 以上

　　　３．６０% 以上　　　　　　４．６０% 未満

２０）レポートや宿題で、調べものをするときの情報源は何ですか。（複数回答可）

　　　１．教科書、参考書　　　　　２．インターネット

　　　３．教員へ質問する　　　　　４．友人・先輩に聞く

２１）授業でわかりにくかったところは、どうしていますか。（複数回答可）

　　　１．授業中または終了後、教員に直接聞いている

　　　２．先輩、友人に質問している

　　　３．自分で勉強し、解決している

　　　４．オフィスアワーを利用して教員に質問している

２２）指定された教科書は購入していますか。

　　　１．すべて購入する　　　　　　２．大部分は購入する

　　　３．少し購入する　　　　　　　４．購入しない

２３）教科書を購入しない場合の理由は何ですか。（問２２で「２」〜「４」を選んだ方）

　　　１．教科書がなくても授業内容が理解できる

　　　２．教科書が高価である

　　　３．先輩、友人の本を使う

　　　４．図書館などの本を利用する

─　９　─



２４）平均して１年間に何冊程度の単行本（専門外）を読んでいますか。

　　　１．１０冊以上　　　　　　　 ２．５〜９冊

　　　３．１〜４冊　　　　　　　　４．０冊

２５）学習のためにインターネットを１日何時間くらい使用していますか。

　　　１．２時間以上　　　　　　　２．１時間〜２時間 

　　　３．１時間以内　　　　　　　４．全く使用していない

２６）学習以外の目的でインターネットは１日何時間ぐらい使用していますか。

　　　１．２時間以上　　　　　　　２．１時間〜２時間 

　　　３．１時間以内　　　　　　　４．全く使用していない 

２７）シラバスは毎週確認し、授業の予習・復習に役立てていますか。

　　　１．はい　　　　　　　　　　２．いいえ

２８）オフィスアワーはどれくらい利用しましたか。

　　　１．よく利用した　　　　　　２．１〜３回利用した

　　　３．利用しなかった　　　　　４．オフィスアワーに訪ねたが、教員が不在であった

　　　５．オフィスアワーを知らない

２９）教員へ質問にいかない理由は何ですか。（複数回答可）

　　　１．質問しにくい雰囲気　　　　　２．忙しそう

　　　３．連絡方法が良く判らない　　　４．下手な質問すると怒られそう 

　　　５．聞きに行こうと思わない

３０）高校で履修しなかった科目（物理、化学、生物）のために、大学で理解するのが困難であった科目

はありますか。

　　　１．ある　　　　　　　　　　２．ない

３１）高校で履修していない物理、化学、生物について、大学入学後どのように勉強しましたか。

　　　１．自分で高校の教科書、参考書を使い、勉強した

　　　２．全学共通教育で開講されている自然科学入門やその他の科目で勉強した

　　　３．何もしていない

　　　４．その他

３２）高校で履修していない科目を自然科学入門（物理、生物）で勉強していない場合、その理由は何ですか。

　　　１．他におもしろい授業がある

　　　２．不都合を感じない

　　　３．単位上限制のため

　　　４．希望したが抽選に漏れた

　　　５．自分で学習可能

　　　６．その他

─　１０　─



３３）期末試験の試験勉強において、平均して１科目あたり、どれくらい勉強していますか。

　　　１．７時間以上　　　　　２．５〜７時間　　　　　３．３〜５時間

　　　４．１〜３時間　　　　　 ５．１時間以内

全学共通教育の授業について

３４）全学共通教育科目の選択はどういう基準で行いましたか。（複数回答可）

　　　１．広い教養を身に付けるため

　　　２．専門の基礎を築くため

　　　３．好きな科目や面白そうな科目を選択した

　　　４．単位をとりやすい授業を選択した

　　　５．授業科目を選択する余地がなかった

　　　６．特に基準はない

３５）全学共通教育科目の授業を受けて何を学ぶことができたと思いますか。（複数回答可）

　　　１．広い教養を身に付けるのに役立った

　　　２．専門の基礎を築くのに役立った

　　　３．自分の進路について広い視野で考えることができるようになった

　　　４．学問・研究に興味が湧いた

　　　５．社会で役立つ能力を身に付けるのに役立った

　　　６．特に得るものはなかった

・全学共通教育について該当するものをあげてください。

３６）教養科目群（教養科目）について

　　　１．難しい科目が多い

　　　２．自分の知的能力に合っている科目が多い

　　　３．簡単すぎて物足りない

３７）基盤形成科目群（外国語科目・健康スポーツ科目）について

　　　１．難しい科目が多い

　　　２．自分の知的能力に合っている科目が多い

　　　３．簡単すぎて物足りない

３８）基礎科目群（基礎教育科目）について（履修している方のみお答えください。）

　　　１．難しい科目が多い

　　　２．自分の知的能力に合っている科目が多い

　　　３．簡単すぎて物足りない

 

─　１１　─



専門教育の授業について

３９）専門教育科目の授業を受けて何を学ぶことができたと思いますか。（複数回答可）

　　　１．広い教養を身に付けるのに役立った

　　　２．専門の知識を身に付けるのに役立った

　　　３．自分の進路について広い視野で考えることができるようになった

　　　４．学問・研究に興味が湧いた

　　　５．社会で役立つ能力を身に付けるのに役立った

４０）授業内容の難易度についてどう思いますか。

　　　１．授業内容の水準をもっと高度にすべきである

　　　２．授業内容の水準は適切である

　　　３．授業内容の水準をもっと易しくすべきである

４１）実習時間数についてどう思いますか。（２年生以上）

　　　１．もっと増やしてほしい

　　　２．これくらいでよい

　　　３．減らすべきである

・問４２及び問４３は総合科学部の学生への質問です。

４２）総合科学部では教員免許、学芸員、日本語教員養成、社会調査士、社会福祉主事等の資格（あるい

は資格に準ずる教育内容）に対応した科目を開講しています。これらの資格のうち興味のあるもの

はありますか。

　　　１．教員免許　　　　　　２．学芸員　　　　　　３．日本語教員養成

　　　４．社会調査士　　　　　５．社会福祉主事等の資格

　　　６．知らない、もしくは興味はない

４３）問４２の質問で選んだ資格取得に関する情報は充分に提供されていますか。

　　　１．十分　　　　　　　　２．不十分

　　　３．不十分であると考える人は、主に足りない情報は何だと思いますか。

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・問４４〜問４６は工学部の学生への質問です。

　工学部では学科により技術士、建築士、測量士、甲種危険物取扱責任者、電気工事士、無線技士、高

等学校教諭一種免許状（工業）の受験資格や免許が得られます。

４４）将来このような免許を生かした職業につきたいと思いますか。

　　　１．はい　　　　　　　　　　２．いいえ

４５）このような免許または受験資格があることを知っていましたか。

　　　１．はい　　　　　　　　　　２．いいえ

４６）このような免許に関する情報は十分に提供されていますか。

　　　１．十分　　　　　　　　　　２．不十分

─　１２　─



卒業研究、医学研究実習、研究基礎ゼミについて（３、４年生または該当する学生のみ）

４７）卒業研究または医学科では医学研究実習、歯学科では研究基礎ゼミの研究室をどういう基準で決め

ましたか。

　　　１．関心の深い研究内容である

　　　２．将来のやりたい仕事や進路に必要と思ったから

　　　３．先輩や友人の勧めで

　　　４．研究室の雰囲気で

　　　５．やむを得ず入った

　　　６．どこでもよかった

４８）卒業研究、医学研究実習（医学科）、研究基礎ゼミ（歯学科）によって何を学ぶことができると思

いますか。（複数回答可）

　　　１．専門の知識を身に付けるのに役立つ

　　　２．自分の進路について広い視野で考えることができるようになる

　　　３．学問・研究に興味が沸く

　　　４．社会で役立つ能力を身に付けるのに役立つ

　　　５．マナー、人格形成に役立つ

　　　６．特に得るものがない

４９）教員、TA の研究指導（データの相談、実験指導等）の時間は十分でしたか。

　　　１．十分　　　　　　　　　　　　２．まあ十分

　　　３．やや足りない　　　　　　　　４．全く不足している

５０）研究を進めるための設備、スペースは確保されていますか。

　　　１．設備、スペースともに十分である

　　　２．設備は十分であるが、スペースがせまい

　　　３．スペースは十分であるが、設備が足らない

　　　４．設備、スペースともに足らない

英語学習・教育について

５１）英語は毎日または定期的に勉強していますか。

　　　１．はい　　　　　　　　　　２．いいえ

５２）問５１で「はい」と答えた人は、質問に答えてください。

　　どのように、英語の勉強を行っていますか。（複数回答可）

　　　１．毎日または定期的にテレビ、ラジオの英語教育番組を利用して勉強している

　　　２．英会話スクールに行ったことがある。または現在行っている

　　　３．図書館または大学の英語教材、施設を利用して定期的に英語を勉強している

　　　４．TOEIC などの参考書、問題集を購入して定期的に勉強している

　　　５．授業で使用している教科書、英語論文をよく勉強している

　　　６．TOEIC や英検などの英語能力試験を定期的に受験している

　　　７．留学生と交流している
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５３）徳島大学における英語教育について

　　　１．全学共通教育、専門教育で行われる英語教育で十分である

　　　２．もっと授業数を増やしてほしい

　　　３．もっと授業数を減らしてほしい

　　　４．もっと少人数のクラスにしてほしい

　　　５．ネイティブスピーカーの教員による授業を増やしてほしい

　　　６．専門英語の時間を増やしてほしい

　　　７．専門英語のライティング、会話に重点を置いた授業を増やしてほしい

夏季休暇の使い方について

５４）本年の夏季休暇中は、どのように過ごしましたか。（複数回答可）

　　　１．自宅、実家、図書館で読書

　　　２．自宅、実家、図書館で学習

　　　３．集中講義を受講

　　　４．大学の研究室で研究活動

　　　５．企業インターンシップに参加

　　　６．クラブ活動

　　　７．アルバイト

　　　８．国内旅行・海外旅行

５５）本年の夏季休暇中に、集中講義およびそれに関連した学習（レポート作成）以外に、学習に使った

時間は合計どれくらいですか。

　　　１．４０時間以上　　　　　　２．２０〜４０時間　　　　　 ３．１０〜２０時間

　　　６．５〜１０時間　　　　　   ７．５時間以下　　　　　　  ６．０時間

大学に関するあなたの評価を教えてください

５６）大学教育全体の満足度は１００点満点で何点ぐらいですか。

　　　１．９０点以上　　　　　　　２．８０点以上　　　　　　　３．７０点以上

　　　４．６０点以上　　　　　　　５．５９点以下

ご協力ありがとうございました。
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１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来のののののののののののののののののののの希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望１−１　将来の希望

　蔵本キャンパスの医学科、保健学科、歯学科の学生の７９−９４％は、専門職として医院、病院、薬局

などで活躍したい、を選んでいる。栄養学科、薬学部、口腔保健学科においては、専門職として医院、

病院、薬局などで活躍したいを選んだ学生の比率は４２−６３％で、医学科、保健学科、歯学科の学生に

較べ、企業、公務員、大学等の教育研究施設を選んだ学生の比率が高くなっている。常三島キャンパス

の総合科学部学生では、企業で、または公務員として働くことを大部分の学生が希望しているが、小学

校、中学校の教員を希望する学生が、人間社会学科で１２％、自然システム学科では１９％いる。工学部

では、全学科において企業で働くことを望む学生が多いが、建設工学科では公務員、生物工学科では大

学等の教育研究施設を希望する学生が他学科に較べ多い。また、比率としては、少ないが、病院で医療

機器の維持管理や研究に関わる仕事を希望する学生もいる。

─　１５　─

第１章　将来の希望について

問５　あなたの将来の希望について当てはまるものはどれですか。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

6 45 22 3 112 12

2 41 22 11 119 4

94 14

42 30 9 7 13 6

79 61 35 5

94 111 3

81 3 17 8

88 31 3 5

63 13 619

59 27 36 4

54 31 7 14 4

2 61 529 3

2 82 6 22 5

7 75 511 3

8 67 9 18 8

3 82 6 521

1 78 414 3

3 79 7 63 3

3 73 13 10

87 2 46 2

9 74 69 3

3 59 12 9 99

3 84 3 55

82 2 115

１．専門職として医院，病院，薬局などで活躍したい　　　２．企業で活躍したい

３．行政機関で公務員として活躍したい　　　　　　　　４．大学等の教育研究施設で活躍したい

５．小学校，中学校，高等学校で教員として活躍したい　　６．その他

７．無回答



─　１６　─

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育にににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来のののののののののののののののののののの希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望のののののののののののののののののののの実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性１−２　大学教育による将来の希望の実現性

医学部、歯学部、薬学部では約８０−９５％の学生が自分の将来の希望が実現できると考えているのに対

し、総合科学部、工学部の学生では２２−５１％の学生が自分の将来の希望が実現できないを選び、現在

の希望と異なる仕事に就く可能性があると考えている。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

48 51

61 139

89 11

83 116

89 11

95 5

88 13

86 13

94 6

80 20

80 20

58 42

67 33

62 138

63 36 1

63 37

63 37

57 42 2

73 27

69 31

68 32

53 47

78 22

70 29 2

１．はい　　　２．いいえ　　　3．無回答

問６　現在あなたが受けている教育で将来の希望は実現できそうですか。 
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１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己のののののののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習にににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来のののののののののののののののののののの希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望のののののののののののののののののののの実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性１−３　自己の学習による将来の希望の実現性

　問６に較べ、「いいえ」を選んだ学生が増加し、将来の希望を実現するためには、現在の学習状況が不

十分であることを自覚していると考えられる。特に総合科学部、工学部では約６０−７０％の学生が現在

の学習態度に対して不十分と考えている。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

28 72

32 167

67 33

52 147

58 42

67 33

51 49

70 30

50 50

42 57 1

54 46 1

42 58

36 62 2

33 166

31 68 2

36 63 1

33 67

28 70 1

50 50

31 69

5641 3

29 71

27 73

50 48 2

１．はい　　　２．いいえ　　　3．無回答

問７　現在のあなたの学習態度で将来の希望は実現できそうですか。 
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２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育にににににににににににににににににににに対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるる考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええええええええ２−１　大学教育に対する考え

　医学部、歯学部、薬学部は、国家試験があるためか、将来の仕事のための基礎作りを選んだ学生が一

番多く、次いで社会に出た時に役に立つことだと思うである。総合科学部で最も多いのは直接役に立た

なくても、広い知識が豊かな生活を支えるであり、次に多いのは将来の仕事のための基礎作りである。

工学部は全学科で将来の仕事のための基礎作りを選んだ学生が一番多い。

─　１８　─

第２章　大学教育について

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

16 207 27 6119 3

13 9 2617 21 73 3

18 9 8 10 31 15 45

21 134 3217 38 1

25 13 115 30 310 4

617821 31031 4

16 2 18 14 14 333

12 2723 9 11 3 114

25 3 11 25 626 3 3

1917 14 26 4123 5

15 7 26 517 69 14

16 10 16 20 4627 1

18 1611 18 1 626 5

19 9 119 52318 5

15 2011 2719 5 3

19 15 1810 2 624 5

14 17 18 2612 761

20 17189 26 42 5

24 18 6 8 33 2 26

16 14 10 19 8 4129

25 1611 22520 2

16 13 19 25 20 53

19 12 1214 4 4826

15 14 19 18 21 6 71

１．社会に出た時に役に立つことだと思う　　　　　　　２．とにかく卒業できれば，良い成績でなくてもよい

３．良い成績で卒業したい　　　　　　　　　　　　　　４．直接役に立たなくても，広い知識が豊かな生活を支える

５．将来の仕事のための基礎作り　　　　　　　　　　　６．資格取得のため選択の余地無し

７．不合格になりたくないので仕方なく勉強している　　８．今が楽しめればそれで良い

問８　大学教育について、どう思いますか。（複数回答可）  
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２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学でででででででででででででででででででで獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべきききききききききききききききききききき知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力２−２　大学で獲得すべき知識、能力

　全体的に、学生が大学で獲得すべき能力として考えているのは、専門的知識、コミュニケーション力、

討論能力である。これらに加えて問題解決力を選んだ学生が多い。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

19 21 16 9 1520

20 16 724 19 14

21 1326 15 15 10

21 1427 1610 12

19 1325 13 17 13

93223 1612 8

26 33 13 811 9

171220 26 14 10

14 1228 12 1123

2919 8 1814 13

20 28 15 17 137

20 923 14 1518

24 23 915 18 10

22 826 1514 14

21 24 9 1817 12

21 13 1223 1219

20 22 15 18 1212

19 111621 17 15

29 32 10514 10

25 923 13 11 118

24 27 117 1516

16 26 14 7 22 15

21 1623 17 1013

23 923 15 19 11

１．基礎的知識　　　　　　　　　２．専門的知識　　　　　　　　　３．問題解決力

４．チームで目標を達成する術　　５．コミュニケーション能力　　　６．討論する能力

７．無回答

問９　大学で獲得すべき知識、能力をあげてください。（複数回答可）



─　２０　─

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ででででででででででででででででででででのののののののののののののののののののの知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力のののののののののののののののののののの獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望２−３　大学教育での知識、能力の獲得可能展望

　約３０−５０％の学生は、問９で答えた能力の獲得は、現在の教育では難しいと考えている。低学年に

較べ高学年の学生がより難しいと考えている学生が多い。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

51 48

48 1

1

51

66 33

64 234

75 25 1

77 23

67 33

65 34 1

94 6

64 34 2

48 51 2

47 52 1

58 39 3

62 138

60 39 1

51 446

62 35 3

54 45 1

53 43 3

56 44

71 624

59 41

57 43

63 38

１．はい　　　２．いいえ　　　3．無回答

問１０　これらの能力は現在の教育で獲得できると思いますか。



─　２１　─

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４ 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育でででででででででででででででででででで獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得ででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききなななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいい知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力２−４　大学教育で獲得できない知識、能力

　すべての学部学科において、獲得できない能力としてあげているのは、討論能力、ついでコミュニ

ケーション能力であり、多くの学生がコミュニケーション能力に不安を持っていると考えられる。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

6 14 19 15 21 25

4 14 14 18 23 27

12 22 16 18 258

6 24 109 18 32

7 8 21 12 22 31

5 11 18 16 25 26

7 2323 16 1912

4 7 22 18 26 22

100

9 20 11 283 28

19 146 314 26

7 17 271317 20

8 11 17 17 25 23

7 12 202116 25

5 15 281710 25

9 14 24 241514

6 23 29121219

9 14 16 12 23 27

5 141414 29 24

15 20 307 13 15

7 7 727 3320

9 26 9 17 2217

6 152912 18 21

7 17 12 2417 24

１．基礎的知識　　　　　　　　　　２．専門的知識　　　　　　　　　　３．問題解決力

４．チームで目標を達成する術　　　５．コミュニケーション能力　　　　６．討論する能力

問１１　問１０で「いいえ」と答えた人は獲得できない能力は以下のどれですか。（複数回答可）



─　２２　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習のののののののののののののののののののの実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況３−１　予習・復習の実施状況

　科目によっては予習・復習を行っているを選んだ学生が多く、教員の工夫で学生の自主的な学習を促

進できる可能性を示唆している。何もしていない学生が６−３７％おり、特に薬学部旧課程、工学部昼間

電気電子工学科、工学部昼間光応用工学科、工学部夜間建設工学科では、何もしないと答えた学生の比

率が高い 。

第３章　あなた自身について

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

1 52 5 2 31 9

2 2 649 835

44 10 24 182 1 1

1 41 62 140 10

1 243 4 42 9

1 1 432 40 20

4 1511 2643

1 35 8 40 15

31 56 6 6

1 132 12 361 18

19 5 1441 30

2 128249 27

39 5 4 40 11

2 4 38234 20

2 1 5 4536 12

4 2 6 2243825

1 1 37 18438

1 131 51 37 24

7330 23 37

15 30 202 31 2

3 3 95629

3 618 41 1518

24 4683 316

2 441 38 16

１．必ず全科目，予習，復習ともに行っている　　　　　２．科目によっては行っている

３．予習のみ行っている　　　　　　　　　　　　　　４．復習のみ行っている

５．宿題が出た時のみ予習，復習を行っている 　　　　６．何もしていない

７．無回答

問１２　授業に対して毎回予習、復習を行っていますか。



─　２３　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習のののののののののののののののののののの時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間３−２　予習・復習の時間

　すべての学部において、予習・復習に使っている時間は１時間以内と答えた学生が最も多い。２時間

以上学習している学生は、医学科２７％、 保健学科看護学専攻２８％、　保健学科検査技術科学専攻

３０％、 歯学科 ２６％ が高い。大学生として必要な学習時間が確保されていない。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

4 9 21 49 17

3 9 27 16 144

16 24 31 1811

6 9 23 148 13

9 2619 31 15

5 8 3723 27

17 223113 18

13 13 24 27 23 1

31 56 13

1233 434 26

94 4392 41

5 208 33 35

7 253 45 20

3 397 25 26

4 13410 28 24

5 13518 347

5 276 216 44

6 16 18 34 36

23107 13 47

46 284 19 4

12 26 26269

6 12 18 3232

24 355 35

2 5 20 39 34

１．３時間以上　　　　　　　２．２時間〜３時間　　　　　　　　３．１時間〜２時間

４．１時間以内　　　　　　　５．全くしていない　　　　　　　　６．無回答

問１３　１日平均するとどれくらい予習・復習を行っていますか。



─　２４　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習のののののののののののののののののののの場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所３−３　予習・復習の場所

　ほとんどの学生は自分の部屋で学習しているが、歯学部学生は図書館で勉強する学生も多い。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

68 10 15 6 1

59 622 113

63 16 12 8 2

265 51316

66 21 9 2 2

72 10 711

11 679 3 1

57 30 6 5 2

75 25

531761 14

1153 2011 5

1762 14 6 1

70 12 8 7 2

60 23 10 5 3

166 24 5 4

12012 1354

147 21166

362 22 7 6

67 10 13 10

67 411117

65 3329

26 69 356

46 14 35 5

75 4 13 7 2

１．自分の部屋　　　　　　　２．図書館　　　　　　　　　　３．図書館以外の学内施設

４．その他　　　　　　　　　５．無回答

問１４　予習・復習は、主としてどこで行っていますか。



─　２５　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４ 授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業のののののののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率３−４　授業の出席率

　９０％以上の出席率の学生は、人間社会学科７２％、自然システム学科８０％、 医学科７１％、 栄養学科

７９％、 保健学科看護学専攻８６％、 保健学科放射線技術科学専攻７６％、 保健学科検査技術科学専攻

８９％、 歯学科８０％、 口腔保健学科８８％、 薬学部新課程８５％、薬学部旧課程６１％、工学部は６５−

８５％であった。薬学部旧課程、工学部昼間知能情報学科の学生の主席率が低い。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

72 24 3 1

80 17 3

71 722

21979

86 13 1

76 122

7 389 1

80 16 4

88 13

41185

61 831 1

82 16 2

77 419

77 420

176 23

1667 27

765 28

3 13066

73 23 3

78 1111

79 3612

9 685

65 35

82 16 2

１．90％以上
 ２．70％以上〜90％未満
 ３．70％未満
 ４．無回答

問１５　授業の出席率は平均でどのくらいですか。 



─　２６　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５ 授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業にににににににににににににににににににに出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるここここここここここここここここここここととととととととととととととととととととへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののの考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええええええええ３−５　授業に出席することへの考え

　ほとんどの学生は、全部の授業に出席するようにしているが、出席をとる授業には出席するようにし

ている学生も１０％前後いる。医学科、薬学部旧課程では、２２％の学生が出席をとる科目には出席するよ

うにしていると答えており、教員が出席をとることを徹底することにより、出席率の向上が期待される。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

77 11 7 4

79 7 8 6

63 42211

57 682

85 6 73

75 11087

4 1378 6

78 128 2

88 66

24 886

64 4229 1

80 9 7 5

78 48 10

76 4109

68 11 6 14

1860 1615

768 11 14

9 1141462

63 20 13 3

80 911

74 9315

96 976

62 1611 11

79 13 7 2

１．全部の授業に出席するようにしている　　　　　　　２．興味のある授業に重点的に出席するようにしている

３．出席をとる授業には出席するようにしている　　　　４．必修科目に重点的に出席するようにしている

５．無回答

問１６　授業へ出席することについてどのように考えていますか。



─　２７　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６ 授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業をををををををををををををををををををを休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむここここここここここここここここここここととととととととととととととととととととにににににににににににににににににににに対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるる考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええええええええ３−６　授業を休むことに対する考え

　授業を欠席することに対して何とも思っていない学生は、総合科学部、栄養学科、保健学科看護学専

攻、工学部夜間建設工学科、工学部夜間電気電子工学科が７−１０％であるが、他の学部学科では１１−

２９％であった。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

69 2010

649 26 1

20 49 229

24678

747 18 2

5020 29

57 3111 1

4816 36

6319 19

2325115

4818 34 1

4817 34 1

5115 231

5417 29

14717 34

15218 29

4520 35

3315017

4710 40 3

6111 28

4724 326

35 64118

628 30

3429 38

１．なんとも思っていない　　　　　　　　　　　　　　　　２．うしろめたい

３．自分の責任で休むのだからとやかく言われたくない　　　４．無回答

問１７　授業を休むことをどう思っていますか。



─　２８　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７ 授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業をををををををををををををををををををを休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合のののののののののののののののののののの理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由３−７　授業を休む場合の理由

　授業を欠席する理由としては、朝寝坊が一番多いが、注目すべきは教員が出席をとらないから、また

は授業が面白くないからをあげた学生がかなりいることである。さらに大学全体で、１％の学生が授業

が理解できないと答えている。これらの結果は、教員の努力で出席率の向上が可能であることを示して

いる。

43％

8％
4％

5％

8％

7％

8％

5％

1％

11％

１．朝寝坊　　　　　　　　　　　２．サークル・クラブ活動　　　　　　　　　３．アルバイト

４．遊び　　　　　　　　　　　　５．他科目のレポート作成　　　　　　　　　６．他科目の試験勉強

７．教員が出席をとらないから　　８．出席しても遅刻すると欠席になるから　　９．授業が理解できないから

10．授業がおもしろくないから

問１８　病気などのやむを得ない理由ではなく授業を休む場合の理由は何ですか。（複数回答可）



─　２９　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８ 授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容をををををををををををををををををををを理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解ででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目のののののののののののののののののののの割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合３−８　授業内容を理解できる授業科目の割合

　６０−７０％以上理解している学生が多い。６０％未満の理解と答えた学生は、人間社会学科、栄養学科、

保健学科看護学専攻、保健学科放射線技術科学専攻、歯学部では、６−１６％の学生であるが、自然シス

テム学科は２３％、医学科は３１％、保健学科検査技術科学専攻は２１％、 薬学部新課程は２９％、薬学部

旧課程は３６％、 工学部は１６−３８％であり、理解度が低い傾向にある。工学部では、全体的に７０％以

上理解の学生に較べ、６０％以上理解の学生の比率が高い。学生の理解度を向上させるためには、宿題を

課す等自主学習を促すための方策と授業改善が必要と思われる。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

27 42 24 6 1

16 21 39 23

16 21 3132

124 34 28 12

18 38 34 19

13 30 43 113

212521 4

21

29

29 32 16 1

19 38 38 6

112 23 34 29

11 24 28 36 1

20 32 30 16 2

12 29 12237

13 30 30 26

12 28 34 126

18 25 32 33

111 29 33 25

18 24 30 38

10 27 37 20 7

13 20 39 28

9 32 38 21

312 26 26 32

11 24 27 35 3

7 45 25 23

１．80％以上　　　　　　　　　　２．70％以上　　　　　　　　　　３．60％以上

４．60％未満　　　　　　　　　　５．無回答

問１９　授業内容を理解できる科目の割合はどれくらいですか。



─　３０　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９ レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトやややややややややややややややややややや宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ををををををををををををををををををををすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるる際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際のののののののののののののののののののの情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源３−９　レポートや宿題をする際の情報源

　全ての学部学科において、インターネットと教科書、参考書で調べると答えた学生がほとんどである。

教員に質問すると答えた学生は２−１４％で非常に少ない。この結果を、学生が自らの力で学習している

と考えるか、オフィスアワーを活用させる教員の努力が不足していると考えるか、判断することはでき

ない。学生が調べた結果が教員の要求度を満足しているか、の確認と指導が重要である。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

35 48 6 11

34 1138 17

39 4 1739

37 43 6 14

444 38 13

932 38 20

6 114240

41 640 13

40 640 14

36 641 17

1339 45 2

35 638 20

33 6 2041

836 34 21

838 39 15

31 739 23

628 43 23

32 839 21

36 40 9 16

442 36 18

36 1434 16

33 40 13 14

1029 33 28

530 41 23

１．教科書，参考書　　　　　　　　２．インターネット　　　　３．教員へ質問する

４．友人・先輩に聞く

問２０　レポートや宿題で、調べものをするときの情報源は何ですか。（複数回答可）
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３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００ 授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ででででででででででででででででででででわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららなななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいととととととととととととととととととととこここここここここここここここここここころろろろろろろろろろろろろろろろろろろろのののののののののののののののののののの対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法３−１０　授業でわからないところの対処方法

　先輩・友人に聞く、または自分で勉強し、解決していると答えた学生がほとんどであるが、自分で学

習する学生が多い。教員の予想以上に、学生は不明な点は、自分で勉強し解決している。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

19 44 136

13 3445 8

12 46 141

19 46 233

215 47 36

14 46 32 8

13720 42

42 24115

13 3354

17 3248 4

478 43 2

11 350 37

12 43352

3313 49 6

420 41 35

15 649 29

11 49 38 3

18 47 33 2

18 50 32

310 47 40

14 3644 6

18 39 33 10

610 59 25

612 42 40

１．授業中または終了後，教員に直接聞いている　　　２．先輩，友人に質問している

３．自分で勉強し，解決している　　　　　　　　　　４．オフィスアワーを利用して教員に質問している

問２１　授業でわかりにくかったところは、どうしていますか。（複数回答可）



─　３２　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書のののののののののののののののののののの購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況３−１１　教科書の購入状況

　すべてまたは大部分購入すると答えた学生が大部分であるが、少しまたは購入しないと答えた学生が、

１０％前後存在する。栄養学科は１％で最低の値だが、歯学科は３１％の学生がほとんどの教科書を持っ

ていない。また、大部分は購入するが全ては購入しない学生と、すべて購入する学生の比率は、総合科

学部で１：１、医学科で４：１、保健学科放射線技術科学専攻で１：１、歯学科で３：１、工学部では

学科間で差はあるが平均して、０.８：１であった。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

64 28 115

45 747 1

16 41764

81 119

2163 34

154 45

17 11675

18 4 12751

50 25 25

71 227

458 36 21

53 140 6

63 928

347 842

5 2152 41

44 41636

448 38 9

37 55 216

33 53 310

2272 24

35 56 9

47 41 3 36

524 1159

2038 43

１．すべて購入する　　　　　　　２．大部分は購入する　　　３．少し購入する

４．購入しない　　　　　　　　　５．無回答

問２２　指定された教科書は購入していますか。



─　３３　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書をををををををををををををををををををを購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入ししししししししししししししししししししなななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいい理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由３−１２　教科書を購入しない理由

　教科書を購入しない原因として１番多いのは教科書が高価であるという原因で、次に多いのは先輩・

友人の本を使うであった。１０−３２％前後の学生は、教科書がなくても理解できるからと答えている。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

31 31 35 3

17 38 1431

14 112847

19 60 714

3918 34 9

64312 40

43 53814

13 161952

1020 60 10

22 37 1624

73514 44

27 35 29 8

20 634

20

40

42 1227

134016 31

19 142146

432 43 21

18 49 1122

10 57 33

4814 29 10

22 48 17 13

4112 47

12 42 23 23

24 71 6

１．教科書がなくても授業内容が理解できる　　　  ２．教科書が高価である

３．先輩，友人の本を使う　　　　　　　　　　　　４．図書館などの本を利用する

問２３　教科書を購入しない場合の理由は何ですか。（問２２で「２」〜「４」を選んだ方）



─　３４　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外））））））））））））））））））））読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数３−１３　年間単行本（専門外）読書冊数

　一般的な読書に関する質問であるが、学部学科間であまり差は見られない。９−３０％の学生は１年間

全く読書していない。１０冊以上読んでいる学生は、約２０％である。学生が大学で身につけたい能力と

してあげているコミュニケーション能力、討論する能力を得るためには、読書が必要であることを初年

度に指導する工夫が必要である。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

23 21 44 39

18 19 49 12 2

25 11424 36

20 20 45 115

41412 54 16

119 15 45 20

415391824

19 21 143 16

255619

20 14 347 16

1528 18 38 1

23 244 1714

15 15 12148

1521 44 20

326 16 44 10

23 14013 24

122 9 43 24

22 113 36 28

20 17 30 330

215 9 48 26

2118 338 21

21 15 41 24

14 16 51 19

25 4814 13

１．10冊以上　　　　　　　　２．５〜９冊　　　　　　　　３．１〜４冊

４．０冊　　　　　　　　　　５．無回答

問２４　平均して１年間に何冊程度の単行本（専門外）を読んでいますか。



─　３５　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日ののののののののののののののののののののイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトト利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間３−１４　１日のインターネット利用時間

　学習のためのインターネット使用時間は、１時間以内と答えた学生が最も多いが、工学部は他学部に

較べ、使用時間が長い傾向にある。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

9 24 47 20

8 26 54 12

7 20 1459

18 35 42 5

6 5326 15

503012 8

1347328

216 58 15

19 69 13

114 57 27

161814 52

2911 50 10

11 22 1452

206 56 18

18 21 50 10

2613 142 17

4520 24 11

15 25 140 19

20 4317 20

2 19 44 35

12 32 38 18

15 41 35 9

4316 30 11

18 20 50 13

１．２時間以上　　　　　　　２．１時間〜２時間　　　　　３．１時間以内

４．全く使用していない　　　５．無回答

問２５　学習のためにインターネットを１日何時間くらい使用していますか。



─　３６　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５ 学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外ででででででででででででででででででででのののののののののののののののののののの１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日ののののののののののののののののののののイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトト利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間３−１５　学習以外での１日のインターネット利用時間

　学習以外の目的のインターネット使用時間は、工学部以外では１−２時間が平均であるが、工学部で

は２４−５０％の学生が１日２時間以上使用し、学習時間が少ない原因のひとつと考えられる。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

24 35 1031

29 2837 6

21 63935

17 31 844

918 33 40

727 34 32

10263133

22 30 41 8

25 638 31

18 36 34 12

3225 35 8

25 141 726

32 52043

630 28 36

2731 34 9

37 643 14

250 32 16

39 8 134 18

43 13 30 13

28 224 35 11

24 2641 9

18 26 38 18

3027 35 8

5 248 32 13

１．２時間以上　　　　　　　　２．１時間〜２時間　　　　　　３．１時間以内

４．全く使用していない　　　　５．無回答

問２６　学習以外の目的でインターネットは１日何時間ぐらい使用していますか。



─　３７　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６ シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシララララララララララララララララララララババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススのののののののののののののののののののの利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況３−１６　シラバスの利用状況

　シラバスの使用に関する問いであるが、ほとんどの学生は予習、復習のために毎週見ていないという

結果であった。授業において、来週の講義の説明と予習する部分の指示を教員が行えばシラバスを確認

する必要もなく、この質問からシラバスが全く利用されていないとは断定できない。教員がより丁寧な

講義を行う程、シラバスへの依存度は低くなる。詳細な講義計画と講義毎に使用する教科書のページ数

が明記されているシラバスを作成し、教員がシラバスを見て予習することを指示すれば、その利用率は

高くなるはずである。

7％

89％

4％

１．はい　　　　　２．いいえ　　　　　３．無回答

問２７　シラバスは毎週確認し、授業の予習・復習に役立てていますか。



─　３８　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７ オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィススススススススススススススススススススアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーのののののののののののののののののののの利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況３−１７　オフィスアワーの利用状況

　総合科学部、医学部、歯学部、薬学部では、オフィスアワーを利用していない学生の比率は、４８−

６１％であった。工学部では、３２−５６％であった。医学部、歯学部では、オフィスアワーを知らない学

生の比率が１２−３８％ (医学科は３２％、口腔保健学科は３８％)で、総合科学部、工学部に較べ、高い傾

向である。オリエンテーションや大学入門講座での周知徹底と、教員の積極的利用が必要と思われる。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

24 61 32 10

12 30 650 2

14 2 13 3248

19 551 12 22

262 23 54 12

310 26 48 13

13 196017

219 649 14

6 50 6 38

26 125 61 5

1024 61 23

23 52 54 15

26 65 11251

5 1339 43 10

3439 41 5

2312 550 10

4263 56 11

8 28 6 142 16

1310 40 7 30

7317 41 13

386 44 12

44 32 93 12

4311 27 5 14

43813 38 9

１．よく利用した　　　　　　　　 ２．１〜３回利用した　　　３．利用しなかった

４．オフィスアワーに訪ねたが，教員が不在であった　　　　　 ５．オフィスアワーを知らない

６．無回答

問２８　オフィスアワーはどれくらい利用しましたか。
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　聞きにいこうと思わないと答えた学生がすべての学部で多いが、質問しにくい雰囲気、教員が忙しそ

う、下手な質問をすると怒られそうと答えた学生も多く、教員の努力でオフィスアワーの利用率はもっ

と高められる可能性がある。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

28 18 8 15 327

24 4 62525 17

21 227181021

25 26 11 15 320

228 22822 19

229 18 6 24 22

6207 122827

30 23 7 119 19

18 5 527 1432

27 21 5 416 28

2727 2020 23

32 20 17 21 20

26 32223720

328 22 7 2021

234 23 5 1224

31 20 324 7 14

226 22719 25

30 21 27 21 19

26 1823 5 326

2830 16 1528

27 18734 9 5

19 30 11 41521

1135 26 2 26

430 1219 1916

１．質問しにくい雰囲気　　　　　　２．忙しそう　　　　　　　　　３．連絡方法が良く判らない

４．下手な質問すると怒られそう　　５．聞きに行こうと思わない　　６．無回答

問２９　教員へ質問にいかない理由は何ですか。（複数回答可）
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　学部学科間で大きな差が見られ、困難さがなかったと答えた学生は、人間社会学科、保健学科看護学

専攻、工学部（生物工学科を除く）では約３０％であったが、自然システム学科、医学科、歯学科、薬学

部、工学部生物工学科では、約７０％の学生が困難な科目があったと答えている。理系の中で、ライフサ

イエンス系の学生が理解困難な科目が多いと答えており、物理の可能性が高い。　

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

31 65 4

68 230

76 22 2

65 331

26 70 3

54 145

75 22 3

77 22 1

44 50 6

76 21 3

77 22 1

23 71 6

16 79 5

42 53 5

72 27 1

22 73 5

18 81 2

22 77 1

27 70 3

24 74 2

56 935

85 9 6

24 70 5

32 66 2

１．ある　　　２．ない　　　3．無回答

問３０　高校で履修しなかった科目（物理、化学、生物）のために、

大学で理解するのが困難であった科目はありますか。
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　問３０で理解することが困難な科目があった学生が多い学部、学科においては半分以上の学生が自学

自習している傾向がよみとれる。１５％の学生は、高校の教科書、参考書を使い学習している。

15％

22％

49％

10％

4％

１．自分で高校の教科書，参考書を使い，勉強した

２．全学共通教育で開講されている自然科学入門やその他の科目で勉強した

３．何もしていない

４．その他

５．無回答

問３１　高校で履修していない物理、化学、生物について、大学入学後どのように勉強しましたか。



─　４２　─

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校ででででででででででででででででででででのののののののののののののののののののの未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目をををををををををををををををををををを大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学でででででででででででででででででででで履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修ししししししししししししししししししししなななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいい理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由３−２１　高校での未履修科目を大学で履修しない理由

　高校で履修していない科目を大学で学習しない理由では、不都合を感じないという答えが一番多い。

理解することは困難であるが、単位はなんとか取れていると思われる。物理の場合、初年次に演習を取

り入れた授業を行うことが効果的と思われる。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

43917 7 3 18 14

7 823 21 15 26

26 17 19 1612 28

10 34 96 2 16 23

22 239 47 15 11

11 30 11610 19 13

8 1 1415 2921 11

14 23 312 2113 15

6 442513 13

124 1411 1911 20

14 6 1917 15 29

16 124 4 541 19

13 457 1742 12

1331 1917 1073

82 351210 19 15

5 8 1319103213

10 18 12553813

412 32 11 9 20 11

7317 23 33 17

637 22913 4 9

6 6 321 152624

15 6 69 26 2612

43 11 193 8 16

2 4 41416 41 20

１．他におもしろい授業がある　　　　　　　　２．不都合を感じない

３．単位上限制のため
　　　　　　　　　　　　４．希望したが抽選に漏れた

５．自分で学習可能　　　　　　　　　　　　　６．その他

７．無回答

問３２　高校で履修していない科目を自然科学入門（物理、生物）で勉強していない場合、その理由は何ですか。
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　医学部、歯学部、薬学部の学生は、明らかに総合科学部、工学部の学生に較べ、学習時間が長い。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

137164 437

322 4012 22

33 24 25 3 115

28 30 2127 12

17 35 33 12 21

14 34 32 2117

3 3102922 33

61958 1115

6 383819

2 236 40 11 9

56 28 9 2 21

15 333 33 17

10 3629 21 3 2

3528 2212 3

3 31910 27 38

4 119292918

33 5 120 319

15 25 35 3 121

30 2327 20

28 203115 6

18 184124

2412 26 32 6

27 53519 14

414 18 38 27

１．７時間以上　　　　　２．５〜７時間　　　　　　３．３〜５時間

４．１〜３時間　　　　　５．１時間以内　　　　　　６．無回答

問３３　期末試験の試験勉強において、平均して１科目あたり、どれくらい勉強していますか。
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　好きな科目や面白そうな科目と単位を取りやすい科目と答えた学生が最も多いが、学部間で差が見ら

れ、総合科学部、工学部は好きな科目や面白そうな科目が単位を取りやすい科目を上回っている。医学

部、歯学部、薬学部では単位を取りやすい科目を選んだ学生が多い。

第４章　全学共通教育の授業について

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

119 10 248 19

226 4521 24

19 39 34 33 11

14 2 2144 37

1514 42 34 3

394 310 43

4 24147 2814

517 34 333 45

12 56 32

5 337 464 4

58 6 242 37

5 45 116 32

16 7 3412840

5 4 146 113 30

37 12274219

7 43314114

128 5415 46

521 5 141 27

88 24 111138

43 22 123 344

2468 40 2319

10 224 37 4 418

17 425 828

13 66 43 27 4

１．広い教養を身に付けるため　　　　　　　　　　　２．専門の基礎を築くため

３．好きな科目や面白そうな科目を選択した　　　　　４．単位をとりやすい授業を選択した

５．授業科目を選択する余地がなかった　　　　　　　６．特に基準はない

７．無回答

問３４　全学共通教育科目の選択はどういう基準で行いましたか。（複数回答可）



─　４５　─

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業をををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててててててて学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学びびびびびびびびびびびびびびびびびびびび得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたこここここここここここここここここここことととととととととととととととととととと４−２　授業を受けて学び得たこと

　全体的には、広い教養を身につけるのに役立ったと答えた学生が多かったが、医学部、歯学部、薬学

部では、特に得るものがなかったと答えた学生の比率が高い。人間力育成をめざした教育の工夫が必要

である。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

36 12 1016 20 6

8942 12 16 13

38 7 3176 10 1

46 6 18 12 1711

11 1344 10 147

837 5 1261013

18 6 1151 914

1237 8 6 25 57

8 13 1342 13 13

8637 319 8

8 9 86 140 30

2044 7 10 7 12

39 7 48 10 2111

11 109 137 14 18

98 29 1646 11

912139 2038

16 85 8 1943

9 158 1247 8

38 822 1939

41 14 111 13138

210712 14 1243

9 238 1911 9 13

46 6 8 14 1016

42 13813 1410

１．広い教養を身に付けるのに役立った　　　　　　　　　　　　　   　　２．専門の基礎を築くのに役立った

３．自分の進路について広い視野で考えることができるようになった
 ４．学問・研究に興味が湧いた

５．社会で役立つ能力を身に付けるのに役立った　　　　　　　　　　　　６．特に得るものはなかった

７．無回答

問３５　全学共通教育科目の授業を受けて何を学ぶことができたと思いますか。（複数回答可）



─　４６　─

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目））））））））））））））））））））ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて４−３　教養科目群（教養科目）について

　教養科目群（教養科目）については、自分の知的能力に合っている科目が多いと答えた学生が最も多

く、講義の難度は適当であると考えられるが、約３０％の学生は難しい科目が多いと答えていることを留

意すべきである。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

23 67 19

29 163 7

35 41348

29 58 211

227 57 13

138 50 11

1106821

32 747 14

38 63

34 355 7

2122 54 4

26 64 11

29 71154

230 59 10

426 63 8

37 350 10

134 55 10

25 164 11

23 70 3 3

433 56 7

32 653 9

29 53 12 6

530 65

246 52

１．難しい科目が多い
　　　　　　　２．自分の知的能力に合っている科目が多い

３．簡単すぎて物足りない　　　　　４．無回答

問３６　教養科目群（教養科目）について



─　４７　─

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４ 基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康ススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目））））））））））））））））））））ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて４−４　基盤形成科目群（外国語科目・健康スポーツ科目）について

　基盤形成科目群（外国語科目・健康スポーツ科目）は、教養科目群に較べると、難しい科目が多いと

答えた学生の比率は少なく、その比率の学部間での差はみられない。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

17 69 212

23 165 11

26 31753

13 68 415

116 72 11

129 59 11

1185822

20 1856 7

31 69

28 261 9

1615 64 5

22 63 16

21 61162

125 63 12

322 65 11

24 360 13

224 62 12

21 163 15

10 77 310

220 59 19

21 1559 6

26 50 21 3

6 324 68

720 73

１．難しい科目が多い　　　　　　　２．自分の知的能力に合っている科目が多い

３．簡単すぎて物足りない　　　　　４．無回答

問３７　基盤形成科目群（外国語科目・健康スポーツ科目）について



─　４８　─

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５ 基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目））））））））））））））））））））ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて４−５　基礎科目群（基礎教育科目）について

　基礎科目群（基礎教育科目）において、難しい科目が多いと答えた学生の比率が高いのは、医学科と

歯学科であった。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

52 43 5

40 53 7

31 58 11

35 59 6

17 70 13

47 47 6

33 67

45 52 3

33 57 10

33 61 6

28 63 9

37 56 7

39 55 6

34 55 11

39 54 7

37 57 7

16 79 5

44 50 6

39 52 9

46 42 13

31 69

30 65 5

１．難しい科目が多い　　　２．自分の知的能力に合っている科目が多い　　３．簡単すぎて物足りない

問３８　基礎科目群（基礎教育科目）について（履修している方のみお答えください。）



５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業をををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててててててて学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学びびびびびびびびびびびびびびびびびびびび得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたこここここここここここここここここここことととととととととととととととととととと５−１　授業を受けて学び得たこと

　専門教育については、専門の知識を身に付けるのに役立ったと答えた学生が最も多く、専門教育がた

いへんうまく行われていると考えられる。

─　４９　─

第５章　専門教育の授業について

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

19 30 1915 9 9

14 46 16 19 5

11 52 16 12 35

10 39 19 22 9

14 39 21 11 15

12 46 18 14 11

11 50 16 17 5

15 46 19 12 8

21 36 12 624

9 49 20 319

11 46 20 815

16 43 17 14 10

15 50 15 14 5

16 47 17 515

14 47 17 17 4

19 43 19 12 7

13 49 18 15 6

17 49 16 12 5

11 52 18 14 5

19 40 18 11 11

22 40 19 14 5

16 42 13 22 7

20 47 19 310

17 48 15 14 6

１．広い教養を身に付けるのに役立った　　　２．専門の知識を身に付けるのに役立った

３．自分の進路について広い視野で考えることができるようになった

４．学問・研究に興味が湧いた　　　　　　  　５．社会で役立つ能力を身に付けるのに役立った

６．無回答

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

問３９　専門教育科目の授業を受けて何を学ぶことができたと思いますか。（複数回答可）



─　５０　─

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容のののののののののののののののののののの難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難易易易易易易易易易易易易易易易易易易易易度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度５−２　授業内容の難易度

　専門教育の難易度は適切と答えた学生が多いが、医学科、薬学部、工学部ではもっと易しくすべきで

あると答えた学生の比率が３０％前後見られ、授業改善、予習・復習の徹底が必要であろう。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

6 68 10 15

12 64 23

7 61 28 4

8 74 15

9 78 11 2

8 80 111

11 68 19

9 73 16

6 81 13

5 63 330

5 69 25

10 72 18

6 67 24

9 63 126

9 64 26

7 58 33

9 60 30 1

10 62 28

7 73 20

7 56 35

12 53 32 3

6 50 38 6

8 62 30

7 64 29

１．授業内容の水準をもっと高度にすべきである　　　２．授業内容の水準は適切である

３．授業内容の水準をもっと易しくすべきである　　　４．無回答

1

3

1

2

3

1

3

1

2

問４０　授業内容の難易度についてどう思いますか。
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５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数にににににににににににににににににににに対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるる希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望５−３　実習時間数に対する希望

　全学部において、実習時間については現状に満足している学生が多いが、栄養学科、保健学科看護学

専攻、保健学科検査技術科学専攻、薬学部旧課程、工学部ではもっと増やしてほしいと考えている学生

が、減らすべきであると答えた学生より多い。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部（昼間コース）

工学部（夜間コース）

１．もっと増やしてほしい　　　２．これくらいでよい　　　３．減らすべきである　　　４．無回答

22 65 6 7

24 66 7 3

9 60 23 8

21 53 16

14 75 9

9

2

11 72 15 3

25 61 7 7

12 68 18 3

10 42 44 4

17 71 12

23 63 12 2

35 53 10 2

問４１　実習時間数についてどう思いますか。（２年生以上）
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６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１６−１　取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得ででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格でででででででででででででででででででで興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味ののののののののののののののののののののああああああああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるもももももももももももももももももももものののののののののののののののののののの（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部のののののののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ののののののののののののののののののののみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答））））））））））））））））））））取得できる免許・資格で興味のあるもの（総合科学部の学生のみ回答）

　総合科学部では、教員免許に興味を持つ学生が最も多いが、次いで多いのは学芸員であった。

第６章　免許・資格について

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得にににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるる情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部のののののののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ののののののののののののののののののののみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答））））））））））））））））））））６−２　資格取得に関する情報提供（総合科学部の学生のみ回答）

　資格取得に関する情報については、十分、不十分と答えた学生は、ほぼ同数であった。自由記述では、

資格取得の情報が不十分、という意見が多かった。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

36

52 11 112 27 6

11 22 163 6 6

１．教員免許　　　　　　２．学芸員　　　　　　　　　　３．日本語教員養成

４．社会調査士　　　　　５．社会福祉主事等の資格　　　６．知らない，もしくは興味はない

７．無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

36

52 134 13

46 162

１．十分　　　　　　　　２．不十分

３．不十分であると考える人は，主に足りない情報は何だと思いますか。

４．無回答

問４２　総合科学部では教員免許、学芸員、日本語教員養成、社会調査士、社会福祉主事等の資格（ある

いは資格に準ずる教育内容）に対応した科目を開講しています。これらの資格のうち興味のある

ものはありますか。

問４３　問４２の質問で選んだ資格取得に関する情報は充分に提供されていますか。
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６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得ででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許をををををををををををををををををををを生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部のののののののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ののののののののののののののののののののみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答））））））））））））））））））））６−３　取得できる免許を生かした就職希望（工学部の学生のみ回答）

　「はい」と答えた学生と「いいえ」と答えた学生の比率は工学部全体では１：１であるが、建設工学科

では大部分の学生が資格を生かした職業につきたいと考えている。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

79 21

62 34 4

50 47 3

39 59 2

60 33 7

29 69 2

43 52 5

70 30

48 50 2

59 41

41 56 3

57 41 3

45 50 5

１．はい　　　　　　２．いいえ　　　　　　３．無回答

問４４　工学部では学科により技術士、建築士、測量士、甲種危険物取扱責任者、電気工事士、

　　　 無線技士、高等学校教諭一種免許状（工業）の受験資格や免許が得られます。

　　　 将来このような免許を生かした職業につきたいと思いますか。



─　５４　─

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４ 免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格のののののののののののののののののののの認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部のののののののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ののののののののののののののののののののみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答））））））））））））））））））））６−４　免許・資格の認知度（工学部の学生のみ回答）

　大部分の学生は免許、受験資格について知っている。建設工学科（昼間コース）では８９％の学生が免

許、資格について知っているが、他の学科では４１−８４％の学生が知っている。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

89 9 2

67 32 1

72 23 5

71 26 4

75 20 5

53 43 4

53 41 6

80 20

57 37 6

74 26

71 24 6

84 16

41 52 7

１．はい　　　　　　２．いいえ　　　　　　３．無回答

問４５　工学部では学科により技術士、建築士、測量士、甲種危険物取扱責任者、電気工事士、

　　　 無線技士、高等学校教諭一種免許状（工業）の受験資格や免許が得られます。

 　　　このような免許または受験資格があることを知っていましたか。
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６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５ 免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格にににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるる情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部のののののののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ののののののののののののののののののののみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答））））））））））））））））））））６−５　免許・資格に関する情報提供（工学部の学生のみ回答）

　免許、資格については知っているが、ほとんどの学生は学科からの情報は不十分と考えている。ホー

ムページに情報を公開することが望ましい。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

8412 5

7720 2

81 810

83 710

60 833

85 79

84 89

87 310

85 77

946

8515

8119

7713 11

１．十分　　　　　　２．不十分　　　　　３．無回答

問４６　工学部では学科により技術士、建築士、測量士、甲種危険物取扱責任者、電気工事士、

　　　 無線技士、高等学校教諭一種免許状（工業）の受験資格や免許が得られます。

　　　 このような免許に関する情報は十分に提供されていますか。
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７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考のののののののののののののののののののの基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準７−１　研究室選考の基準

　ほとんどの学生は、自分の興味、将来を考えて、研究室を選択している。しかし０−１０％の学生は、

どこでもよかったと答えている。

第７章　卒業研究、医学研究実習、研究基礎ゼミについて

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

54 10 4 9 4 191

33 10 1 20 3 3 30

40 12 6 8 3 3 28

29 16 1 10 3 1 40

29 11 1 5 2 52

22 9 2 6 7 54

44 3 13 9 3 28

30 13 11 8 8 8 22

39 12 18 5 6 191

45 15 6 13 6 1 13

27 9 3 6 6 5 44

28 10 5 6 6 5 41

28 7 2 8 5 3 48

28 14 4 13 8 6 27

21 7 2 9 2 5 54

33 4 3 4 3 5 46

15 15 12 19 4 35

8 8 4 4 4 73

29 19 10 10 33

17 13 4 9 4 52

30 9 3 3 9 6 39

12 21 6 61

１．関心の深い研究内容である　　　　２．将来のやりたい仕事や進路に必要と思ったから

３．先輩や友人の勧めで　　　　　　　４．研究室の雰囲気で

５．やむを得ず入った　　　　　　　　６．どこでもよかった

７．無回答

問４７　卒業研究または医学科では医学研究実習、歯学科では研究基礎ゼミの研究室をどういう

　　　 基準で決めましたか。
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７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミでででででででででででででででででででで学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学びびびびびびびびびびびびびびびびびびびび得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたこここここここここここここここここここことととととととととととととととととととと７−２　卒業研究、医学研究実習、研究基礎ゼミで学び得たこと

　専門の知識を身に付けるのに役立つと答えた学生が最も多かった。次いで、学問・研究に興味が湧く、

自分の進路について広い視野で考えることができるようになると答えた学生が多く、特に得るものはな

いと答えた学生は非常に少ない。研究室での学習は、学生の評価が高く、教育効果が高い。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

30 15 23 11 13 1 6

35 11 22 8 7 3 13

20 23 23 7 10 1 17

24 17 18 12 9 20

20 16 18 7 6 2 31

23 11 13 7 5 1 40

26 10 28 4 10 22

22 20 25 7 11 6 10

36 12 25 11 8 2 6

29 20 16 16 11 1 7

27 12 14 12 8 4 23

35 13 13 11 4 1 23

24 12 16 5 8 3 33

31 14 17 14 7 2 15

23 9 18 8 6 1 34

27 16 13 11 4 2 27

18 13 11 18 16 3 21

21 6 12 9 6 47

39 13 10 13 3 23

7 13 13 20 10 3 33

30 6 9 15 9 2 30

14 11 6 8 3 58

１．専門の知識を身に付けるのに役立つ　　２．自分の進路について広い視野で考えることができるようになる

３．学問・研究に興味が湧く　　　　　　　４．社会で役立つ能力を身に付けるのに役立つ

５．マナー，人格形成に役立つ　　　　　　６．特に得るものがない

７．無回答

問４８　卒業研究、医学研究実習（医学科）、研究基礎ゼミ（歯学科）によって何を学ぶことが

　　　 できると思いますか。（複数回答可）
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７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡにににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間のののののののののののののののののののの満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度７−３　教員、ＴＡによる研究指導時間の満足度

　大部分の学生は、教員、ＴＡの指導に満足している。しかし、全く不足していると答えた学生は１０％

前後いることに留意すべきである。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

30 36 13 5 15

26 40 7 4 23

34 26 9 5 27

16

16

16

29 8 3 45

17 14 6 47

16 11 9 49

22

30

25 22 31

37 11 5 17

26 37 19 8 9

23 41 23 1 12

16 32 10 6 35

18 37 11 3 31

12 32 12 5 40

15 34 21 9 21

11 25 14 8 41

14 27 10 15 33

12 27 23 4 35

12 15 4 69

10 48 10 33

4 30 17 9 39

18 21 18 12 30

24 15 3 58

１．十分　　　　　　　　　２．まあ十分　　　　　３．やや足りない

４．全く不足している　　　５．無回答

問４９　教員、TA の研究指導（データの相談、実験指導等）の時間は十分でしたか。
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７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４ 研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、ススススススススススススススススススススペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススススススのののののののののののののののののののの満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度７−４　研究設備、スペースの満足度

　研究設備、研究スペースがともに足らないと答えた学生の比率は、０−２８％であるが、人間社会学科、

保健学科看護学専攻、保健学科検査技術科学専攻、生物工学科（昼間コース）では、その比率が１９−

２８％と高く、研究環境の整備が望まれる。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

29 22 13 20 15

33 25 9 11 22

35 19 15 292

22 5 9 9 55

12 5 9 28 47

24 15 92 50

19 16 9 25 31

39 21 6 17 18

42 23 15 12 8

55 12 9 10 14

24 16 8 3814

13 27 15 16 30

14 17 10 19 40

40 16 11 11 21

24 18 11 6 41

20 20 16 9 35

27 35 4 4 31

19 8 4 69

14 33 14 38

9 13 17 17 43

36 18 9 6 30

15 15 3 6 61

１．設備，スペースともに十分である　　　　　　２．設備は十分であるが，スペースがせまい

３．スペースは十分であるが，設備が足らない　　４．設備，スペースともに足らない

５．無回答

問５０　研究を進めるための設備、スペースは確保されていますか。
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８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習のののののののののののののののののののの時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間８−１　英語学習の時間

　８０％前後の学生は、英語の定期的な学習は行っていない。総合科学部の学生が最も勉強している学生

の比率が高く、人間社会学科が３２％、自然システム学科が３１％であった。

第８章　英語学習・教育について

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

32 64 4

31 65 4

73 1413

5616 28

83 810

76 168

6918 13

7814 8

6913 19

70 525

7820 2

7720 3

71 425

7917 4

68 428

6923 8

8315 2

75 916

83 710

7424 2

6826 6

7618 6

7616 8

80 713

１．はい　　　２．いいえ　　　3．無回答

問５１　英語は毎日または定期的に勉強していますか。
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８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語のののののののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法８−２　英語の学習方法

　英語学習の方法は多種多様であり、総合科学部、薬学部では、授業で使用している教科書、英語論文

をよく勉強していると答えた学生が多い。歯学部、工学部ではTOEICを英語学習に利用している学生が

多い。英会話スクールを利用している学生は、大学全体で２３０名で、テレビやラジオの教育番組で学習

している学生数とほぼ同数である。大学の英語教材、施設を利用している学生の総数は１８０名程度であ

り、学生への案内が不足していると思われる。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

13 9 13 22 32 8 3

5 10 14 20 1338

18 1417 627 11 7

16 16 1814 716 14

22 914 13 22 813

16 28 913 19 13 3

17 11 622 2211 11

21 23 1910 10 124

60 40

10 510 18 3812 7

13 13 47205 39

22 612356 8 12

1513 10 31 16 12 3

13 33 151318 8

11 33 131711 11 5

13 17 18 8121121

18 11 15 9 52914

7 620 336 13 15

141429 14 14 14

17 22 1717 11 17

25 10 202520

12 1229 18 1218

19 1325136 619

8 1725 338 8

１．毎日または定期的にテレビ，ラジオの英語教育番組を利用して勉強している


２．英会話スクールに行ったことがある。または現在行っている


３．図書館または大学の英語教材，施設を利用して定期的に英語を勉強している


４．TOEICなどの参考書，問題集を購入して定期的に勉強している


５．授業で使用している教科書，英語論文をよく勉強している


６．TOEICや英検などの英語能力試験を定期的に受験している


７．留学生と交流している

問５２　問５１で「はい」と答えた人は、質問に答えてください。どのように

英語の勉強を行っていますか。（複数回答可）　　　　　　　



─　６２　─

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学のののののののののののののののののののの英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののの要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望８−３　本学の英語教育への要望

　英語の授業数を減らして欲しいと答えた学生は、全体の１０％以下であり、大部分の学生は、英語力の

重要性は認識していると考えられる。約２５％の学生は専門英語教育の充実を希望している。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

30 9 7 10 16 66 15

30 7 9 9 616 1311

11 9 8 5 827 9 22

14 1 127 812 5 41

36 44 4 9812 23

33 4 415 9 7 5 23

39 263 410667

24 12 7 9 14 8 188

56 6 6 13613

10 729 9 7813 16

18 119522 11914

32 119618 1158

32 15 11 7 13 6 710

29 20 13 76610 10

19 21 1775 9138

28 21 7 10651211

28 6 13 10871216

19 14921 149 112

317771043 7 7

6 9 197 62620 7

961241 6 1566

1824 6612 12 1212

22 165519 143 16

4 9 21 43 54 4 11 

１．全学共通教育，専門教育で行われる英語教育で十分である


２．もっと授業数を増やしてほしい


３．もっと授業数を減らしてほしい


４．もっと少人数のクラスにしてほしい


５．ネイティブスピーカーの教員による授業を増やしてほしい


６．専門英語の時間を増やしてほしい

７．専門英語のライティング，会話に重点を置いた授業を増やしてほしい


８．無回答

問５３　徳島大学における英語教育について
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９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇のののののののののののののののののののの過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごしししししししししししししししししししし方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方９−１　夏季休暇の過ごし方

　休暇の過ごし方としては、アルバイト、旅行、クラブ活動が多い。医学科、歯学部ではクラブ活動を

選んだ学生数がアルバイトを選んだ学生数を上回り、薬学部はほぼ同数である。アルバイトを選択した

比率が高いのは総合科学部、保健学科看護学専攻、工学部であった。

─　６３　─

第９章　夏季休暇の使い方について

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

14 11 11 3 18 2 24 13 2

13 2 17 5815 13 224 

19 25 111 16 17 10 11

10 11 2122 191816

5 19 13316 32 15 4

7 11 6 16 2 15 20 1211 

7 1014 119 1 24 1013

9 2 21 21 17 20 23 5

1815 33 27 6

19 2 21 21 25 19 11 

20 15 319 1 16 11 15 

11 14  27 12 14 7 11 22 

13 5 16 8 20 3 23 9 3

13 2 16 6 17 11 28 25 

11 9 21 4 14 17 10 11 3

14 14 38 19 14 11 4 13 

18 9 16 22 9 41 17 4 

10 57 12 8 19 16 6 17 

19 10 2 12 5 38 12 2

14134 38 814 11 8

6 17 6 5 22 8 314 17 

2 15 16 31 7 16 25 5 

12 8 30 12 15 3 3 512 

23 4 3 17 30 11 7 4

１．自宅，実家，図書館で読書


 ２．自宅，実家，図書館で学習


３．集中講義を受講



 ４．大学の研究室で研究活動


５．企業インターンシップに参加

 ６．クラブ活動


７．アルバイト



 ８．国内旅行・海外旅行


９．無回答

問５４　本年の夏季休暇中は、どのように過ごしましたか。（複数回答可）
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９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇暇中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中のののののののののののののののののののの自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間９−２　夏季休暇中の自主学習時間

　医学科、歯学科、薬学部では、他学科に較べ、夏季休暇中の学習時間が長いが、９月の試験に備えて

の試験勉強の影響かもしれない。卒業研究が必修の学部では、４年生の学習時間が最も長い。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

10 1310 2714 21 4

15 18 229 22 410

13 10 15 1218 14 18

2 4 13 2212 10 37

10 9 2116 1024 10

14 19 78 18 12 22

13 1919 1114 1311

20 14 12 1813 914

2513 31 25 6

13 311 16 2217 19

9 15 61312 1925

22 1619 498 22

141010 11 22 31 3

15 11 241113 23 3

15 1615 2212 14 6

19 16 19 5141611

16 15 18 24 4914

14 109 1215 27 12

717 317 10 17 30

20 394 2046 7

18 35 615159 3

12 219 15 26 315

24 516248 516

16 5 511 16 27 20

１． 40時間以上
 ２． 20〜40時間
 ３． 10〜20時間
 ４．５〜10時間

５． ５時間以下
 ６． ０時間
 ７． 無回答

問５５　本年の夏季休暇中に、集中講義およびそれに関連した学習（レポート作成）

 　　　以外に、学習に使った時間は合計どれくらいですか。
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１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体のののののののののののののののののののの満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度１０−１　大学教育全体の満足度

　大部分の学生は、６０点以上の評価をしており、本学の教育に学生は満足していると考えられる。しか

し、６０−７０点が最も多く、さらに教育改革を進める必要がある。

─　６５　─

第１０章　大学に関する評価

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

総合科学部人間社会学科

総合科学部自然システム学科

医学部医学科

医学部栄養学科

医学部保健学科看護学専攻

医学部保健学科放射線技術科学専攻

医学部保健学科検査技術科学専攻

歯学部歯学科

歯学部口腔保健学科

薬学部新課程

薬学部旧課程

工学部昼間建設工学科

工学部昼間機械工学科

工学部昼間化学応用工学科

工学部昼間生物工学科

工学部昼間電気電子工学科

工学部昼間知能情報工学科

工学部昼間光応用工学科

工学部夜間建設工学科

工学部夜間機械工学科

工学部夜間化学応用工学科

工学部夜間生物工学科

工学部夜間電気電子工学科

工学部夜間知能情報工学科

3 17 35 27 12 7

5 39 2813 411

13 23 12 213 29

3 9 1923 4 41

1 4313 423 15

3 29 714 18 29

11 211 26 635

3 3018 26 10 13

13 4419 19 6

611 31 322 17

10 33 5281 22

4 9292619 13

174 438 26 11

4 6323015 12

1 34 143313 5

6 33 7152216

3 13 29 11 935

2 1116 30 21 20

72717 27 23

26 30 224 9 9

6 26 9629 24

6 3215 21 324

19 323 16 1119

2 4313 32
 55

１．90点以上
 ２．80点以上
 ３．70点以上
 ４．60点以上


５．59点以下
 ６．無回答

問５６　大学教育全体の満足度は１００点満点で何点ぐらいですか。
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１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部１１−１　総合科学部

　総合科学部における教育と学習の特徴に関し、学生の将来の希望とその実現可能性、予習・復習や読

書について、さらに英語学習についての３点を中心に述べる。

　総合科学部学生が抱く将来像は多様である。将来像の多様さゆえか、その実現可能性には悲観的な見

解が多い。ことに人間社会学科では問６を見ると半数以上の回答が、「現在受けている教育では将来の

希望は実現できない」と考えている。問４２と問４３では総合科学部で提供する資格科目について認知度

を尋ねたが、比較的情報が足りていると判断された教育職員免許資格以外は、認知度も低く情報も不十

分と判断されている。総合科学部の教育目的が、諸問題の全体像を把握するための広範かつ総合的な目

配りを養成することであり、将来像の多様さは総合科学部のメリットであるとしても、学士教育に続く

ライフステージへの道筋をより明示的に示す必要はあるだろう。

　予習・復習の実施状況を問う問１２で、総合科学部は「何もしていない」とする学生の割合が、大学

全体で最も少ないことは特筆して良いだろう。９割以上の学生は程度の差はあれ予習・復習の習慣を

持っている。だが、大学全体の傾向でもあるが、「科目によっては行っている」や「宿題がでたとき」の

選択肢を選んだものは多く、また問１３で問う予習・復習の時間も、半数以上が「１時間以下」である。

問３３で尋ねる期末の試験勉強の時間も多くはない。自主学習を当然と考える教員と、宿題がないと自

学しない学生には意識のずれがあると言えよう。課題を提示して成果を検証する PDCA（Plan− Do−

Check− Action)サイクルはここでも必要だろう。

　問２４で問う年間単行本（専門外）読書冊数については、総合科学部は相対的に多い。ただ、携帯電

話の画面に見入る学生の姿は目についても緑陰で読書する姿を見かけることは少ないので予想できた結

果ではあるが、年間の読書冊数は多いとは言えない。問２０や問２５、問２６の回答によると、学習目的

であれ、学習目的以外であれ、８割以上がインターネットを毎日利用し、主な情報源はインターネット

に移行しているのだから、読書に割ける時間は多くを見込めないだろう。

　英語学習を続けている学生の割合も、総合科学部は比較的高い。ただ、大学全体の傾向ではあるが、

学年が進行するにつれて英語学習を毎日行っている学生の割合は減少する。最も多い人間社会学科でも、

１年次ではほぼ５割が英語学習を毎日行っているのに、２年次ではおよそ３割、３年次では２割、４年

次では１割と減少して行く。また、学習の方法は主に、教科書や TOEIC対策であり、自立的な学習には

到達していないし、問５３では「現在行われている英語教育で十分である」とする回答が最多であり、

残念ながら士気はそれほど高くない。学年が進むにつれて専門科目等に割く時間が増加し英語学習の時

間が相対的に減少せざるを得ない事情もあるかもしれない。しかし問９では、獲得すべき知識能力に

「コミュニケーション能力」を選んでいる学生が多いのであるから、さらに意欲を高めるよう啓発と学

習の機会と手段を提供する努力が必要であろう。

　問５６の総合評価では、８割の学生が大学教育に及第点を与えている。ただ、最頻値は７０点台であり、

「優」評価ではない。学習意欲を高めると同時に、早めに将来像について考えさせ、将来像への道筋を

意識するよう援助するなどで「良」評価を「優」評価に上げる余地があろう。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科１１−２　医学部医学科

　理由は様々であると思われるが、３−６年次学生の半数以上が今回のアンケート調査に応じていない。
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第１１章　学部等の現状と課題
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医学科の場合、学生の９４％が医師として働きたいという目標が定まっているので、教育に対する満足度

は比較的高い。大学教育は将来のための基礎作り・資格取得のために必要であると感じているので授業

には積極的に出席しているとしている。学生の６７％が現在の学習態度でよいとしていて、他の医療系学

生同様高く評価している。そして、学生の４９％が１日あたりの自己学習時間は１時間以内と短い（試験

期間を除く）。講義でわからなかったことは忙しい教員に聞くよりも友人に聞くか、教科書・インター

ネットを利用して自分で勉強して解決している。授業概要（シラバス）は他学部の学生同様ほとんど利

用していない。全学共通教育の物理・化学・生物については理解できなくても約半数は何もしないで済

ませている。全学共通教育については他学部学生に比べて積極性および満足度がやや低い傾向がある。

将来、大学で教育・研究に従事したいと思っている学生は４％に過ぎないが、約半数が医学研究実習の

意義を認識している。

　そこで、以下のような改善策が考えられる。１）積極的に予習を含む自己学習を推進するにはシラバス

のあり方を検討し直す必要がある。たとえば、時間割と連動させるなどの工夫が必要である。２）教科

書・参考書をじっくり読んで知識・情報を得る必要性を理解させる必要がある。３）自己学習時間を長く

するように指導する必要がある。４）全学共通教育、専門教育とも更なる教育の質の改善が必要である。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科１１−３　医学部栄養学科

　医学部栄養学科は管理栄養士養成課程としてのカリキュラムを編成しており、学科学生も将来の就職

のために管理栄養士資格を意識するものが多い。一方、本学科は創立当初からわが国の栄養学研究を

リードする研究者養成を期待されており、そのための基礎栄養学に関する学科目も充実させてきた。最

近では栄養教諭資格に必要なカリキュラムも加わった。したがって、本学科の学生にとって４年間のカ

リキュラムにおける学習量はかなりの負担となっている。その点を考慮すると、本アンケートに示され

た本学科学生の学習実態は全体としては良好であると判断できる。ただし、個々の点については学生な

らびに教員側の努力による改善が必要な点が以下のとおりみられた。FD等の取り組みを強化すること

により、これらの改善に努める必要がある。

１）大学で獲得すべき能力としてコミュニケーション能力や討論能力を挙げているにもかかわらず、

これらの能力は現在の教育では獲得できないと学生は判断しているようである。討論の場をもっ

た講義や実習をさらに増やす必要がある。

２）授業内容の理解度は概ね良好であるが、理解できなかった事項について教員の努力が不足してい

ると思われる。　オフィスアワーのシステムが十分に機能していないのも原因であるが、何らか

の対策が必要である。

３）高校で履修しなかったために理解困難である科目が多いようにみうけられる　共通教育履修にお

いてきめ細かい指導が必要である。

　英語教育に関心が高く、専門英語教育の充実を希望している学生が多い。カリキュラムを含めた充実

化が必要である。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４ 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科１１−４　医学部保健学科

　保健学科学生の学習に関する現状と課題は次の通りである。

　将来の進路について、８０％以上の学生が専門職として医療施設等で活躍したいと希望し (問５ )、約

９０％の多くの学生は各自の希望が実現できると考えている (問６ )。このとき、将来の希望を実現するた

めの学習態度が不十分であると３〜５割の学生が自覚している (問７ )。ただし、この割合は４年次にお
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いて１〜３割に減少し (問７ )、将来の就職・進学を身近に意識して、臨床実習や卒業研究への取り組み

に対する学習態度を見直していることが示唆される。将来像の明確化を意図した講演会等を入学時の大

学入門講座において実施しているが、その後も目的意識を持続させて学習を行うよう適宜指導すること

が必要である。

　学生の多くは、大学教育は将来の仕事のための基礎作りと考え (問８ )、大学で取得すべき能力として、

専門知識、基礎的知識、コミュニケーション能力を挙げている (問９ )。これらの能力を現在の教育で取

得できると考えている学生は約７割と、大学全体の平均６割前後と比べてやや高い傾向にある (問１０)。

一方、現在の教育では獲得できないと答えた学生は、その能力として、コミュニケーション能力、検討

する能力、問題解決力などを挙げている (問１１)。平成２０年度から、コミュニケーション能力向上を含

む人間力教育を目的とし、共通教育科目・専門基礎科目から臨床実習前の医療接遇能力試験へ至る系統

的な教育プログラムを実施することとしており、効果を期待している。

　予習・復習を「科目によっては行っている」「宿題が出たときに行っている」と答えた学生が多い (問

１２)。教員の工夫により自主的な学習を促進できる可能性がある。予習・復習を２時間以上行っている学

生は、看護学専攻２７％、放射線技術科学専攻１３％、検査技術科学専攻３０％であり (問１３)、看護学専

攻と検査技術科学専攻は大学全体と比べて比率が高いが、全体として、大学生としての必要な学習時間

が確保されていない。

　授業への出席率が９０％以上の学生は、看護学専攻８６％、放射線技術科学専攻７６％、検査技術科学専

攻８９％であり (問１５)、大学全体と比べてやや高い傾向にある。全部の授業に出席するようにしている

学生がほとんどである (問１６)。また、看護学専攻では、授業を欠席することを何とも思っていない学生

の割合が全学で最も低い (問１７)。授業への出席状況は概ね良好である。

　授業内容を理解できる科目の割合が６０％以上の学生は、看護学専攻９０％、放射線技術科学専攻８６％、

検査技術科学専攻７５％である (問１９)。大学全体と比較して、看護学専攻と放射線技術科学専攻は高い

が、検査技術科学専攻はやや低い傾向にある。平成１８年度に専門教育科目のカリキュラムを見直すこ

とで履修の過負担を解消させ、予習・復習に必要な時間の確保を図った。予習・復習の課題を提示する

など、自己学習を習慣づけるよう指導することが必要である。

　専門教育の内容の難易度が適切と答えた学生が、看護学専攻と放射線技術科学専攻では約８０％と全学

的に高い傾向にあり、検査技術科学専攻では約７０％である (問４０)。授業内容の水準をもっと優しくす

べきであると答えた看護学専攻と放射線技術科学専攻の学生はともに１１％と低い (問４０)。難易度に関

して云えば授業改善の必要は無いと考えられる。

　実験・実習時間について、現状で適切と思っている学生は６１〜７５％と回答項目のなかで最も多いが、

検査技術科学専攻では２５％の学生がもっと増やして欲しいと答えており、他専攻より高い比率である (

問４１)。検査技術科学専攻の学生は、実験・実習の体験を通した理解の必要性を感じていることがうかが

える。

　卒業研究配属の選定基準に関し、「関心の深い研究内容である」「将来の仕事や進路に必要と思った」

を理由に挙げた学生が各専攻６０％以上であり、自分の興味や将来の希望に繋がる配属が概ね実現できて

いるとみられる (問４７)。一方、やむを得ず入ったと回答した学生は、看護学専攻は０名であるが、放

射線技術科学専攻と検査技術科学専攻においてはそれぞれ６名と２名である (問４７)。どの研究室にお

いても魅力的かつ達成感のある研究課題を学生に与えられるよう検討が必要である。

　卒業研究は、専門知識の取得に役立つ、または学問・研究に興味が湧くと答えた学生が多く、特に得

るものがない、と答えた学生は各専攻で０〜３％と非常に少ない (問４８)。学生の評価は高いと考えられ

る。また、多くの学生は研究指導の時間数に満足している (問４９)。

　研究設備または研究スペースが不足していると答えた学生は、回答した学生のうち７１〜７９％あり、
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保健学科への改組および大学院博士前期・後期課程の新設に伴い従来から問題が指摘されてきた研究環

境整備の必要性が学生からも強く要望されていることがわかる (問５０)。平成２１年度からは、学内施設

の改修工事により保健学科学生が研究に利用できるスペースが増加するため、問題の一部は解消するも

のと期待している。平成２０年度における対応が急務である。

　大学教育全体の満足度として、６０点以上、７０点以上と答えた学生は、それぞれ、看護学専攻９６％、

６８％、放射線技術科学専攻９０％、６４％、検査技術科学専攻９３％、６０％であり、学生は教育に概ね満足

していると考えられる (問５６)が、上述の個別の問題を解決させるなど、更なる教育改革が必要である。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５ 歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部１１−５　歯学部

　今回の学生の学習に関する実態調査から、３点の問題点が明らかとなった。

（１）授業への出席について

　「授業の出席率について」の問い（問１５）に、歯学科および口腔保健学科（１年次のみ）では平

均９０％以上の出席率が、それぞれ８０％および８８％、７０％以上―９０％未満が１６％および１３％、７０％

未満が４％と０％であった。「授業に出席することについてどのように考えているか」の問い（問

１６）については、全部の授業に出席が７８％と８８％、出席をとる授業に出席が１２％と６％であった。

一方、「授業を休む理由」（問１７）について、うしろめたいが４８％と６３％を占めるが、なんとも

思っていないが１６％と１９％、自分の責任で休むのだからとやかく言われたくないが、３６％と１９％

で、２つを併せると５２％と３８％にも達する。問１８で示すように授業を休む場合の理由（病気を除

く）の４３％（全学部を対象）が朝寝坊である。本年度歯学科および口腔保健学科の欠席届における

理由（病気を含む）は、それぞれ病気が４６％と７３％、朝寝坊が３１％と１８％、忌引きなどが８％と

０％、その他が１５％と９％であった。

　学生はすべての授業に出席することが当然であるが、出席率が良くないことの理由として、以下

のことが推察される。歯学科に入学する多くの学生は「歯科医師になる」というモチベーションが

低いのではないか。このため、入学試験に合格すると安心して勉強しなくなる、試験があるから仕

方なく勉強する、出席をとる講義だから出席するという学生が多い。自ら望んで授業料を払って通

う学生を対象とした大学教育で、本来、出欠はとる必要はないはずである。将来的には、歯科医師

になる意欲を持つ母集団から適性を鑑みた選抜の必要性を感じるとともに、現時点では、入学者あ

るいは在学者に対して医療人としての意識付けを計る必要があると思われる。

（２）高校で履修しなかった科目（物理・化学・生物）について

　「高校で履修しなかった科目（物理・化学・生物）のため、大学で理解するのが困難であった科目

はあるか」の問い（問３０）に、７７％があると答えている。化学はほとんどの学生が履修しているこ

とから、物理・生物のうち、特に物理を履修していないものが該当すると考えられる。また、「高校

で履修していない科目を自然科学入門（物理・生物）で勉強していない場合、その理由は何ですか」

の問い（問３２）に、２３％が不都合を感じないためと答えている。高校での物理未履修者に対して、

入学時の全学共通教育の履修指導において、自然科学入門（物理）の履修を強く勧めているにも関

わらず、履修していない理由として、歯学科では単位が認められないこと、このため履修しても壁

にぶつかると脱落しているものと考えられる。物理未履修者でも基礎物理学の合格点を得ているこ

とには、基礎物理学担当教員の大変な努力の賜である。この負担を軽減するためにも、高校での物

理未履修者は自然科学入門（物理）履修を必修とすることが望まれる。

（３） 授業内容の質問について

　　　「授業でわかりにくかったところは、どうしているか」の問い（問２１）に、歯学科と口腔保健学



科では、授業中または終了後、教員に直接聞いているがそれぞれ１５％と１３％、オフィスアワーを

利用して教員に質問しているが、それぞれ２０％と０％と少ない。教員に対しての積極的な質問が少

ないのは残念である。より質問しやすい雰囲気作りが必要と思われる。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６ 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部１１−６　薬学部

　薬学部では平成１８年度より新教育課程がスタートし、従来と教育制度・内容等が異なるため、本ア

ンケートでは新教育課程の１、２年生と、旧教育課程の３、４年生の学年別に分けて、調査結果を分析

した。なお、今回の調査回収率は１、２年生８８％、３、４年生８５％であった。

　将来の希望として、薬剤師を志望する者が５６％、企業を志望する者が２９％であり、学年による差は

見られなかった。大学教育については「将来の仕事のため」、「資格取得のため」が合わせて４１％と最も

高く、将来への目的を持って入学していることが伺える。現在受けている教育で将来の希望が「実現で

きる」が８０％と教育内容については満足しているのに対して、現在の学習態度では希望を「叶えられな

い」が５１％と高く、特に１、２年生で５７％と高い傾向にあった。この背景には３年次での学科分けを

控えて、今後に不安を持っていることが一因と思われる。大学で獲得すべき知識・能力として挙げた項

目については特に学年による差は見られなかったが、現在の教育で「獲得できる」が３、４年生４８％に

対し、１、２年生では６４％と高く、新教育課程の効果と言える。

　授業出席率は「９０％以上」が７２％（１、２年生８５％）と高いが、授業内容を理解できる科目の割合

が「６０％未満」が３３％と最も多い。授業に出席はするが授業についていけないのは、予習・復習を殆ど

していない（１日平均時間が「１時間以内」４２％、「全くしない」３５％）ことと関係があると思われる。

また、高校で履修しなかった理系科目のために理解するのが困難であった科目が「ある」８０％が示すよ

うに、高校での関連理系科目の未履修も一因と考えられる。しかし、その対応として「自然科学入門等

で未履修科目を勉強している」が２９％と、「何もしない」３２％より低いことから、今後、自然科学入門

の履修指導が必要であろう。さらに、オフィスアワーの利用が２９％と低く、一層の活用が望まれる。そ

のためには、学生が利用しない理由として「質問しにくい雰囲気」、「下手な質問すると怒られそう」が

各２８％あることから、教員も学生が利用しやすい環境作りに努力する必要がある。

　年間の単行本読書量が「１−４冊未満」が４３％、「０冊」が１６％と読書離れが進む一方で、学習以外

でのインターネット利用が「１日２時間以上」２１％であった。なお、学習目的でのインターネット利用

は「１日２時間以上」が３、４年生では１４％、１、２年生では４％、一方「全く使用しない」は３、４

年生１６％、１、２年生２７％で、専門教育に進むに従い学習目的でのインターネット利用が増える傾向

が認められる。

　全学共通教育の科目選択基準として最も多いのが、３、４年生では「興味」４２％であったのに対して、

１、２年生では「単位の取りやすさ」４６％であった。１、２年生では学科分けの不安からか、良い成績

を取ることを目的とする傾向がみられた。また、「広い教養を身につけるのに役立った」が３９％あった一

方で、「特に得るものは無かった」が３０.３％と、理由は明らかではないが他学部に比べて多かった。

　専門教育では、授業内容の難易度については「適切」が６７％と高かったが、「易しくすべき」が２８％

あり、理解できない科目が多い理由のひとつと考えられる。教員は予習・復習を促す工夫など授業の進

め方を再検討する必要があるだろう。実習時間については、１、２年生で「減らすべき」が４４％（３、

４年生１２％）と高い。これは新課程での過密スケジュールが原因と思われ、すでに対応を検討している。

卒業研究については、指導時間は「十分」、「まあ十分」を含め約６９％、設備、スペースに「満足」がそ

れぞれ７１％、６２％であり、全体的に概ね満足している。英語教育は現状で「十分」が最も多く、特に１、

２年生では２９％と高く、早期からの少人数教育導入などの教育改善の効果が現れている。
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　大学教育全体の満足度が「５９点以下」が３、４年生で２２％、１、２年生で１７％と、どちらの学年で

も大学全体の１４％より多いのが気になる。今回の調査結果からは原因となる問題がはっきりしないが、

学生の教育に対するニーズへの極め細かな対応が今後も課題であると言える。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７ 工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部１１−７　工学部

（１）将来について

　工学部の学生の大部分は、企業に就職することを望んでいるが、希望する企業、職種に就職でき

るかについては不安を覚えている。また、将来の夢を実現するためには、より真面目に学習に取り

組む必要性は自覚しているものの、それが学習活動に反映されていない。工学部卒業生の就職は、

特に景気の影響を受けやすいが、産業立国、もの作り大国日本を支える期待される人材であり、自

信を持って学習に励むよう、教育指導することが大事と思われる。工学部では、実務者による講義、

インターンシップなど企業での体験学習の推進等を行っているが、さらに技術者以外にも工学の知

識を生かした活躍の場があることも含めて、技術者・高度職業人としての意識を高める教育に力を

入れていきたい。また、コミュニケーション能力、討論力等人間力の育成に有効なプロジェクト演

習、学年を超えたグループ学習など新しいカリキュラムの導入が必要と思われる。

（２）学習状況

　大部分の学生は出席率はよいが、自主学習の時間が不足し、講義の理解度が低い理由になってい

る。特筆すべきことに、学習目的以外のインターネット使用時間が２時間を超える学生がかなり多

い。インターネットの使用は、工学部学生の学習時間の不足、読書不足の原因のひとつと思われる。

アンケートをとるとシラバスの利用率が依然低いが、履修登録する際は参考になっているはずであ

る。工学部では来年度のシラバスには、学生がより理解しやすいよう、改訂作業を行った。オフィ

スアワーは、よりオープンな受け入れを行うことで、その利用率をあげることは可能と思われる。

高校で履修していない科目（物理、生物）、また履修しても専門科目を理解できるための学力が不十

分な学生のため、１年生で受講する導入科目において、少人数クラスにする、演習を取り入れる、

u−ラーンニングの利用を行っているが、アンケートの結果は、まだこれらの取り組みが十分でな

いことを示している。入学後に学力試験を行い、学生の学力に応じた指導を徹底する必要がある。

全学共通科目については、問題はないと考えられるが、読書量が少なく、社会人としての一般教養

をもっと身に付ける必要がある。一般教養の不足は、自分の能力を活かせる職業選択の幅を狭める

ことに気づいていない。免許、受験資格については、説明が不十分であり、ホームページを使って

情報を公開することが望ましい。

　卒業研究は、専門知識を活用した課題発見力・解決力やコミュニケーション力の育成など工学部

教育の集大成である。１−３年までの受動的な学習とは異なり、自主的な取り組みが要求されるが、

学生は卒業研究を高く評価している。工学部の中で、生物工学科において卒業研究のための研究設

備、研究スペースについて不満を持っている学生の比率が高い。研究環境の整備が必要である。

（３）英語学習

　学生の多くは専門英語の講義を希望し、英語能力の重要性は理解していると思われるが、毎日勉

強する地道な努力はあまり行われていない。マニュアル世代の学生は、講義を受ければ自然と求め

る英語力が身に付くと誤解しているが、これまでの英語論文を多く読んでいけば、おのずと英語力

が身に付くといった指導法では学生はついてこない。専門技術英語の書き方、読み方、英語による

プレゼンテーションの基本については、講義でしっかり指導し、最低限の能力を育成する必要があ

る。専門技術英語についても、専門知識を持ったネイティブスピーカーを教員として雇用すること
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が望ましいと思われる。

（４）総括

　理系の中でも、免許・資格が取得できる医歯薬系に較べ、就職状況が景気に左右されやすい工学

部は人気が低下傾向である。工学部では、日本技術者認定機構 (JABEE)によって教員の質、教育内

容、教育改善システム等審査され、JABEE認定の国際レベルの工学技術者教育が行われている。し

かし、その教育効果をあげるためには、地球温暖化、環境汚染、エネルギー危機などの地球規模の

大問題を打開するのは工学技術者であることを認識させ、工学部で学ぶことに自信と熱意を持たせ

ることが絶対条件である。初年次の導入教育が極めて重要である。また学生の立場から考えると、

先端技術の進歩は著しく、年々専門教育で要求される知識量が激増している。教員が学生時代に

習った内容に新しい内容を加算するのでなく、最新の知識を理解するためには基礎が大事であるが、

不要なものは削減し教えるべき事柄を精選することが必要と思われる。また国家試験のない工学部

では、期末試験の点数だけでなく、学習に対する熱意、授業への積極的参加度も考慮に入れた厳密

な成績評価を行うことも重要と思われる。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８ 全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育１１−８　全学共通教育

（１）授業全般について

　今回行われたアンケートでは、全学共通教育について、学生の履修基準は単位のとりやすさ、講

義の面白さに偏っていることがわかった（問３４）。

　その反面、講義から特に得るものがなかったと答える学生が全体の４分の１おり、その傾向は薬

学部、歯学部、医学部などで顕著である（問３５）。

　また、全学共通教育科目群の難易度についてであるが、教養科目群、基盤形成科目群、基礎科目

群いずれの科目群においても全体で約６割の学生が「自分の知的能力に合っている」と答えている

が、教養科目群で約３割、基盤形成科目群で約２割、基礎科目群で約４割の学生が「難しい科目が

多い」と答えている。基礎科目群の難易度が高いと考えている学生の割合が一番多いのは歯学部で

あり、その人数は学部の約半数である（問３６、３７、３８）。

（２）自然科学入門について

　「高校で未履修科目があるため、大学で理解困難な科目（物理、化学、生物）の有無」に関する質

問の回答から、約半数の学科が「困難がある」学生を多く抱えていることが判明した。そのような

学科においては、新入生オリエンテーションで「自然科学入門」（２００８年度より「高大接続科目」

と改称）の履修指導の強化が図られることが望ましい。

（３）英語教育について

　　　全学共通教育だけに関わるものではないが、本学における英語教育について、現在の全学共通教

育科目、専門科目で行われる講義で十分であると考えている学生（「全学共通教育、専門教育で行わ

れる英語教育で十分である」）は約３割であった（問５３）。具体的な不満について、授業数を減らし

てほしいと望む学生と、増やしてほしいと望む学生との全体の比較では、後者の方が約１.８倍多い。

　また、同じ問（問５３）の別の回答を見ても、「少人数のクラスにしてほしい」、「ネイティブスピー

カー教員による授業を増やしてほしい」、「専門英語のライティング、会話に重点を置いた授業を増

やしてほしい」という意見は、（全体では）いずれも「もっと授業数を減らしてほしい」という意見

を上回っており、現在の英語教育をさらに充実させ学生の多様なニーズに応えていく必要性を示唆

している。
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（４）自由回答

　全学共通教育に関する自由意見としては、「第二外国語はいらない。英語も主題別のみでやって

ほしい。」「全学共通でもっと体育のような科目を増やしてほしかった。」の意見が寄せられていたが、

各１件のみであった。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９ ＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤ（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（１１−９　ＦＤ（FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaccccccccccccccccccccuuuuuuuuuuuuuuuuuuuullllllllllllllllllll ttttttttttttttttttttyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDeeeeeeeeeeeeeeeeeeeevvvvvvvvvvvvvvvvvvvveeeeeeeeeeeeeeeeeeeellllllllllllllllllllooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeennnnnnnnnnnnnnnnnnnnttttttttttttttttttttFaculty Development））））））））））））））））））））のののののののののののののののののののの観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら）の観点から

（１）学生のコミュニケーション能力育成について

　アンケートによると、学生は「専門知識」のほかに「コミュニケーション能力」「討論能力」を大

学で獲得したいと考えている。さらに、現在の教育ではそれらを獲得するのは難しいと考えている

学生が、一定程度存在する。また、多くの学生が「コミュニケーション能力」に不安を持っている。

コミュニケーション能力を高めるために共創学習やヒューマンコミュニケーション科目が設定され

ているが、これらをどのように教えたらいいのか、どのように授業運営したらいいのかについて、

教員は悩む可能性があろう。このような科目の運営をリアルタイムに支援していくような FDが必

要である。

　また、他学部と比べて医学部、歯学部、薬学部は、全学共通教育について「得るものがない」と

回答している者が多い。これらの学部がそろっていることは徳島大学の特色である。これらの学部

をかかえる徳島大学が提唱するべき「人間力」の中身は何かを教員が考える試み、さらには卒業生

や現役学生も含めて考える試みが FD活動としてあってよいだろう。

（２）学生の自学自習支援について

　アンケートによると、学生は科目によっては予習・復習をしているし、分からないことを友人・

先輩にきいたり、自分で解決したりしている。したがって学生には学習意欲はあると考えてもよい。

しかし、ほとんどの学生が自分の部屋で学習しているし、オフィスアワー等で教員に質問している

学生は少ない。したがって、ハード面の支援、さらにはオフィスアワーの改善が必要であろう。例

えば、前者については、気軽に利用できる学習コーナーの設置、後者については、教員の部屋に入

る必然性をつくって教員に徐々に慣れてもらうような工夫が必要である。これらは、「教育の質を

向上させるための学生ワーキンググループ」などで学生の意見を十分聞く必要がある。

（３）シラバス活用について

　アンケートによると、ほとんどの学生は毎週シラバスを見ない。しかし、公的なシラバスではな

くても、授業の概要について示した文書やスライドがあり、教員がそれを示すことによって学生の

理解が進み、授業が円滑に進んでいくのであればよいし、実際そうしている教員も多いであろう。

それにはどのような形式が可能かということを、教員同士が相互研修できる FD活動を企画するの

も一案である。

（４）FD の在り方について

　FDというと弱点を指摘しそれを補う試み、というイメージがあるかもしれないが、このアンケー

トで出てきた「研究室での学習」の高評価は誇りに思い、さらにのばしていくべきである。その理

由を分析し、それらを共有化し他大学にも発信し、さらに講義形式の授業にも生かしていくような

試みも必要である。

　アンケートで学生の意見をきくことは重要であり、それを生かして FD活動を組み立てなければ

ならない。しかし一方で、学生側からのアンケート結果に左右されない部分、徳島大学の教育哲学

を創っていくことも FD活動の中で大きな部分を占めると考えられる。これらのバランスを考えつ

つ、FD活動を計画していくことが重要であろう。
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・  成績優秀者に何かご褒美を・・・。コッソリと。（総合科学部　自然システム学科１年）

・  教員の自己満足で授業が終わっている。（総合科学部　自然システム学科２年）

・  単位はとったもののこれで資格がとれているかが不明である。（総合科学部　自然システム学科４

年）

・  出席も全部していて、予習・復習もして授業態度も真面目であったのに単位をもらえなかった人もい

るので、成績を重視したコースの受け入れ・不許可はやめてほしい。意欲のある学生なら必ずとって

くるような体制にして頂きたいです。（総合科学部　人間社会学科１年）

・  第二外国語はいらない。英語も主題別のみでやってほしい。（総合科学部　人間社会学科２年）

・  もっと学習できる設備を整えてほしい。使える部屋が少ない。（医学部　保健学科看護学専攻４年）

・  授業方法について改善策を考えたりしないのか。（医学部　保健学科　検査技術科学専攻２年）

・  本当に必要なのか分からない授業が多い。医学部なのに、工学的な学習を行うことに興味がわかな

い。無駄な実習が多い。（医学部　保健学科放射線技術科学専攻２年）

・  カリキュラムがぎしぎしで、時間的余裕がない。オフィスアワーが設定されていてもいけない。健

康診断の時間設定でさえ、講義・実習をサボらなければいけない。もう少し考慮してほしい。（歯学部

歯学科３年）

・  図書館の本を増やしてほしい。（歯学部　歯学科３年）

・  歯学部の校舎内にいつでも自習可能なパソコン完備の部屋を用意してほしい。２階の控室はいらな

い。誰が設置したのやら、金のムダ。敷地内禁煙の徹底。（歯学部　歯学科３年）

・  図書館の時間外利用でも冷暖房を使用させて欲しい。（歯学部　歯学科３年）

・  席の指定制度はやめて欲しい。欠席届の提出の義務づけも止めて欲しい。２０才を過ぎているのだか

ら、自己責任の問題である。他の人がそのためにしばられるのは迷惑以外の何ものでもない。授業に

出ないで、国試に落ちるのは、個人の問題。（歯学部　歯学科３年）

・  控室が狭い。広くして下さい。（歯学部　歯学科５年）

・  歯学部専用の自習スペースが多かったらもっと勉強すると思います。印刷が前のように制限されて

いなかったら学習しやすいです。パソコン室の横の紙コップ回収機が臭いので撤去してほしいです。

（歯学部　歯学科５年）

・  プリンタの制限により勉強しにくくなってしまったので、印刷できる枚数を増やしてほしいです。

    （歯学部　歯学科５年）

・  研究室での活動は、とても充実しているので、もっと早い時期に配属してほしかった。（工学部　建

設工学科３年）

・  カリキュラムの改訂を過年度生にも適用して欲しい。（工学部　建設工学科４年　夜間主コース）

・  夜間学生ですがもっと１〜３年次に実験実習をもっと増やして欲しいです。（工学部　建設工学科

４年　夜間主コース）

・  全学共通でもっと体育のような科目を増やしてほしかった。（工学部　機械工学科４年）

・  研究室の先輩と性格が合わず、１年間きつかったです。そういう場合、研究室を変えることは可能

だったのでしょうか？（工学部　機械工学科４年）

・  工学部の生物工学科に自習室かパソコンを２４時間使える部屋を設けて欲しいです。レポート作成が

学校で出来ないため。電気電子棟には電算室があり、２４時間パソコンが使えるから。（工学部　生物

工学科４年　夜間主コース）

─　７４　─
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　本学においては、学生生活に関する実態調査が２年毎に行われ、昨年度は２３回目を数えている。この

調査においても、学生の修学状況に関する質問事項が含まれるが、学生の生活状況の調査に主点が置か

れており、今回の調査は徳島大学初めての全学的な学習実態調査といえる。今回の調査の特徴は、全学

的に同じアンケートを行うことによって、学部内で行われてきた調査と異なり、特に学部間の違いが明

らかになり、大学全体の教育改革の方向性が示されたことであると思われる。調査結果と課題を総括し、

提言をまとめてみたい。

　今回の学習実態調査では、５つの項目（①大学教育と将来、②学習状況、③全学共通教育、④専門教

育、⑤英語教育）について、合計５６問の質問によって調査された。

（１）大学教育と将来

　常三島キャンパスと蔵本キャンパスの学生の意識に大きな差が見られた。卒業後の職業に直結し

た免許・資格を取得できる医学部、歯学部、薬学部の学生と比較し、総合科学部・工学部の学生は

将来の希望の実現に不安を持っている学生が多い。医学部、歯学部、薬学部の学生においても１０−

２０％の学生が不安を持っている。特に常三島キャンパスの学生は、キャリアプランに対する十分な

見通しがないまま入学する学生が多く、大学のホームページなど活用して、卒業後の就職先、業種、

取得可能な免許・資格や卒業生の声などをさらに充実し、高校生ならびに在学生に対する広報活動

を充実することと、入学後の初年次教育における学習の動機付けを促す教育を施すことが必要であ

る。大学での学習方法を学ぶ大学入門講座や基礎学力養成科目によって、円滑な高大接続が可能に

なりつつある。次のステップとして、職業意識育成のための初年次教育プログラムの充実が必要で

ある。今後、このような教育を行うためには卒業生や社会人の協力が不可欠であるが、教員、プロ

グラムを FD活動によって育成することが重要であろう。

（２）学習状況

　　　全学部において普段の学習時間は１時間前後が最も多く、この学習時間の不足が授業内容の理解

不足の原因であると思われる。しかし、アンケート結果から、出席をとる、宿題を課す等教員の努

力で学生の学習を促すことが可能であることが示された。教科書に関する質問で、教科書を全て購

入すると答えた学生の比率が最も高いのが、栄養学科で８１％、低いのが医学科１６％、歯学科１８％

であった。総合科学部、工学部では２４−６４％であった。購入しないと答えた学生も、全学部を通

じて０−６％おり、教員の予想外の結果となった。最適な教科書の選択、教科書の活用が望まれる。

期末試験の勉強に関する質問では、医学部、歯学部、薬学部の学生と総合科学部・工学部の学生に

大きな差が見られ、この学習時間の差は、高校までに身に付いた自宅学習時間の差が出ていると思

われた。薬学部、歯学科の学習時間は特に長い。総合科学部、工学部では、初年次から学生に自宅

での学習時間を習慣づける工夫が重要である。

（３）全学共通教育

　　　科目の選択については、「面白そうな科目を選んだ」、と「単位のとりやすさ」で選んだと答えた

学生が多かったが、医学部、歯学部、薬学部では後者の方が多く、総合科学部・工学部では前者の

方が多い傾向にあった。また、全学共通教育で特に得るものがなかったと答えた学生は医学部、歯

学部、薬学部で多く、初年次教育、共通教育プログラムの改善が必要である。

（４）専門教育

　　　専門教育については、内容、難易度に関して、大部分の学生は満足していると考えられる。しか

し、もっと易しくすべきであると答えた学生の比率が比較的高かったのは、医学科で２８％、薬学部
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新課程で３０％、薬学部旧課程で２５％、工学部では学科間で多少差があるが、３０％前後の学生であっ

た。日頃の学習時間の不足が主原因と思われるが、自主的な学習を促す授業改善が必要である。卒

業研究、医学研究実習、研究基礎ゼミについては、学生の評価は非常に高く、やはりマンツーマン

の教育の有効性が実証された。しかしスペース、設備に不満を持った学生も多く、学生のための研

究スペースの確保、設備の充実が望まれる。

（５）英語教育

　アンケート結果から、学生は英語の重要性はよく認識し英語教育の充実化を望んでいるが、自ら

努力して学習しようとする学生は少ないことがわかる。TOEIC試験の２・３・４年生での実施、ネ

イティブスピーカによる講義、専門英語の基礎教育等の充実化が望まれる。大学の外国語教育には、

異文化理解のための外国語能力、ビジネスツールとしての外国語能力、研究開発のための外国語能

力の育成が期待されている。今回、英語以外の外国語教育についての調査は行わなかったが、次回

はドイツ語、フランス語、中国語に関する調査を行う必要がある。

（６）最後に

　　　アンケート最後の大学教育全体への満足度に関する調査では、大部分の学生は満足していると判

断されたが、８０点以上の高い評価は全体の２０％前後であり、次回の調査ではこの値がさらに高くな

るよう期待したい。

　最後に、この調査の実施および報告書の発行に際して、ご支援、ご協力いただきました川上副学

長、大学教育委員会委員の方々、企画、執筆、編集にご尽力いただいた教育の質に関する専門委員

会委員の先生方に深く感謝いたします。またアンケートの集計、編集にご尽力いただいた学務部職

員の方々、およびアンケートに協力いただいた学生に厚く御礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　（教育の質に関する専門委員会委員長　辻　明彦）

─　７６　─




